


心 の 糧

十二使徒評議員

リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ

聖典の価値について二，三申しあげたい。皆さんがこれまでに聖典をお読みにな

ったことがあるのか， それとも，ただ本棚に置いておられたのか，私にはわからな

いが，聖典はどんな意味を持っているのであろうか。

もレ聖典がなかったら，天父の愛や，神 と人との関係，そして私たちのために独
り子を与えて くださった神の愛について，私たちは何を知 ることができるであろう

か。神の独 り子が私たちに与えられたのは，御子に従 うことによって，神の御前に

戻 り，主が私たちに備えて くださったものについて何かを知ることができるためで

ある。聖典がなければ世の救い主の大いなる瞭いの犠牲について，何を知ることが

できるであろうか。救い主が私たちの罪のために十字架にかか られることを知って

いて，その犠牲が御子にとってどんな意味を持 っていたかを把握 し，救い主が私た

ちのために実際になさったことを理解する能力を持ちあわせていない。なぜ神はこ

の地球を創造 し，私たちはなぜ ここにおり， そして神は私 たちのたき６に何を計画 さ

れたかについて，何を知 ることができるであろうか。

私たちはどこから来たのか，なぜここにいるのか，どこへ行こうとしているのかど

のようにしてそこへ行 くのかを知 らなければ，私たちは舵 も帆 も，あるいは私たちを

導 くものが何 もない洋上の船のようなものである。私 たちは続 けて浮んでいるであ

ろうが決 して港に入 ることはないのである。そういうわけで聖典が必要なのである。
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デ ビ ド０ ・マ ッケ イ大 管 長 （１８７３年

９月 ８日圭 まれ ） と エ マ ・レ イ ・リ ッ

グ ズ ・マ ッケ イ姉 妹 （１８７７年 ６月２３

日生 まれ ） は１９３１年 １月 ２日に結 婚

され ， ６７年 以 上 にわ た り円 満 に お互

い の幸 せ を気 づ か って お られ ま す 、

この美 しい写 真 は今 春 ３月 ， ソル ト

レー ク にて マ リ ッ ト ・ス ミス氏 に よ

り撮 影 され た もの で す 、

本 誌 は マ ッケ イ大 管 長 の 誕 生 日を 心

か ら お祝 い 申 しあ げ ま す。

ｄ
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〈予言者のことば〉

教会の青年の責任 と使命
大 管 長 デ ビ ド ０・ マ ッ ケ イ

「汝 らの束 縛を解 きたる 自由を守 りなさい 」 （教義 と聖約８８’８６）

「そ して真理 は， あなたかたに自由を得 させ るて あろう」 （ヨハ ネ ８ ’３２） ・

この 「真理 」の根本 的な ものは，私 たちに与 え られ た自由意志 望む ように考え，行 う権利一

である。 自由意志 は，神 か与 えた もう祝福て あって，生命 と同 じ くらい貴重な ものであ る。 自由意志

な くしては，進歩す る ことも幸福 になる こともで きない。

力強 い巨人で ある人間

人 か世界 の最高峰で あるエベ レス ト山を征服 した と発表 された時，世界中の人 々は非常に驚いた。

人 はまた勇気 と忍耐 の一時期を画 して， 自然を克服 した実績をふや したのてあ った。ほ とん ど半世紀

にわた って，人 はこの不可能 と思 える偉業を達成 しよ うとして きた。つい に力強い 巨人のよ うに，人

はこれ まて征服 された ことのな いエベ レス ト山上 に立 ったのであ る。
も

エベ レス ト山の頂上 に立つ ことは，偉大な業績であ る。英国の女 王は， これを達 成 した人にナイ ト
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覚 で あ り， 無 限 な る もの との 交 わ りの 自覚 で あ る。 霊 性 は人

に困 難 を克 服 させ， も っ と も っ と力 を得 させ て くれ る。 人 の

能 力 が 啓 発 され ， 真 理 が 霊 の 中 に ひ ろが って い るの を感 し る

の は最 も崇 高 な経 験 で あ る 。」 （１９５８年 ４月 ４ 日一般 大会 説 教

の抜 葦 ）

＊ ＊ ＊

霊 性 。 自分 よ り高 い何 か。 一 入 の 尊 厳 の た め 努 力 す る こ

と一 が マ ノケ ィ大 管 長 の私 た ち の世 代 に 対 す る最 も大 きな

そ して最 もよ く繰 り返 され た メ ノセ ー ジで あ りま す 。

も う一 つ は家 庭 の神 聖 さ に つ いて で あ ります 。 １９５５年 １０月

１１日マ ノケ ィ大 管 長 は ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 で ． 結 婚 の 成功

「この原則は，結婚関係における幸福の基礎一 末日聖徒

の間で教えられ，実行されている標準一 を示 しているよう

に，私には思える。」

＊ ＊ ＊

同じ説教の中で大管長は克己の必要を，ユーモアを混 じえ

て強調 されました。彼は，料理のことで新 しい妻に不平をこ

ぼしている若い夫の話をされました。彼女 はがまんして聞い

ていた後，夫に言いました。

「「私は自分が料理の下手なのを 知っています。 あなたが

嫌がっている以上に私 も嫌なのです。 しか し， あなたは私か

そのことでただすわって不平を言っているのを見たことかあ

と家 庭 に お け る幸 福 に 資 す る具 体 的 な要 素 につ いて ， 彼 の 青

年 時 代 の 出 来 事 を用 い て次 の よ うに話 され ま した。

「私 は １０代 の 頃
， 仲 の良 い友 達 と夏 の午 後 散 歩 した ことを

覚 え て い る。 私 た ちは 南 フ ォー クキ ャニ ヨ ンに通 じる細 道 を

歩 い て 昇 った 。道 の両 側 に は野 性 の バ ラが咲 いて い た通 行 人

の た め塵 を か ぶ って い た の で， 私 た ち は バ ラをつ ま な か っ

た。私 た ちは 直 ぐ丘 に 着 い た。 そ こに もバ ラが あ っ たが ， こ

れ らの バ ラは 通行 人 の た め に塵 を か ぶ る こ とな く， た だ 日光

と朝 露 に触 れ るだ け で あ った。 私 た ち は汚 れ て い な いバ ラを

つ み ， バ ラを あけ るの に とて もふ さわ しい と思 え る女 の友 達

に あ げ た ので あ っ た 。」

りますか。」結婚 してからのこの ｒ不平」 は家庭を不愉快に

する。克己が舌を制することを学んでもらいたい。」

＊ ＊ ＊

それか らマノケイ大管長は，彼の特性を示すように，結婚

の中に発達させるべきもう一つの簡単な特性一 実行するの

に簡単であるが，神聖な特質である一 の重要性を強調され

ま した。

「私かあげるもう一つの ・幸福な結婚の一助となる要素

は思いや りである。求愛期間中は両方共相手の希望を喜んで

予期 し，作法にかなった範囲内でその希望に喜んで応えてい

る。あま りにも多 くの夫婦が，結婚の祭壇を求愛期間の終 り

４



であると思っている。 しかし，む しろそれは永遠の求愛期間 ，

の始まりでなければならないのである。これは家庭における

おもいや りを意味 している。婚約期間に愛する人に払ったと

同 じ配慮を妻に対 して払い，新聞を開いて一言 も話 さな くて

も同じ配慮を夫に払 うのである。人生は退屈なものになるが

しかし この退屈は， 『もしよかったら」 とか 「あ りが と

う』とか 『ごめんなさい」という言葉が愛する人に喜ばれた

と同 じように，妻に対 して適切な言葉であり感謝 されるとい

うことを覚えさえすれば，打開されるのである。」

＊ ＊ ＊

もう一つの彼の大きな主題は， ソル トレークで行なわれた

復活祭のプログラムで話されたものです。音楽の間に，マッ

ケイ大管長は救い主の使命について，短い復活祭の話をされ

ま した。話の終 り近 くにきて大管長はこのように言われまし

た。 「私たちはイエスがキリス トであり，世の救い主である

と信 じて 〔彼は一時話をとめ，原稿から目を上げ大勢の聴衆

の目を見ま した〕，いや知っている。」

＊ ＊ ＊

１９５９年１０月の一般大会の公式の席で，彼はこの詳 とを別の

言葉で言われま した。

パウロはテモテにこう書いている。 「神のみまえと，生 き

ている者と死んだ者 とをさば くべ きキリス ト・イエスのみま

えで……おごそかに命 じる。御言葉を宣べ伝えなさい６」

（テモテ後 ４：１－ ２）

＊ ＊ ＊

どのような 「御言葉」であるか。それは 「イエス ・キ リス

トは死を滅ぼし，福音によっていのちと不死とを明 らかに示

されたのである。」（テモテ後 １：１０）

＊ ＊ ＊

……時代を通じて人はキリス トを異なった観点か ら見てき

た。暴徒のように悪意に満ちてキリス トを拒むあ る人 た ち

は，キ リス トと弟子たちを 「ヨーロッパ世界の力をひそかに

傷つけ，次第に弱 らせ，キリス ト教の道徳の制度をもた らし

た者」 と見なしている。他の人は経験から得たもっと明確な

洞察力をもって，キリス トを 『勤勉，正直，真実，純粋そ し

て親切の徳を促す制度，法律を支え自由を大切にする制度」

を始めた人 と見なしている。そして この制度は自由にとって

必須であり，人を一つの大きな兄弟愛の内に統一するもので

あるとしている。

「ある人々は彼を ｒ一人の完全な人物一 歴 史 上 無 比の

人」と見るが，彼の神性は否定する。数百万の人がキリス ト

を偉大な教師として受け入れるが，現代の社会の条件には適

用できないとしている。 〔そしてマッケイ大管長は個人的な
も

証をもって強調 し次のように加えられた〕真実のキ リス トを

受け入れでいる人の伺と少ないことであろうか。御父の独り

子であるイエスは，世のために十字架にかけられるために，

そして世の罪を負い，世を聖め，全ての不義から世を潔める

ためにこの世に来られたのである。」

＊ ＊ ’ ＊

そして最後にマッケィ大管長は，人の経験が，ろうそ くや

ランプから原子力と宇宙の神秘の領域にまで達 した彼の生涯

の間に得 られた幸福な生活をする秘訣を話 しておられます。

．ブリガム ・ヤング大学での話の中で大管長はこう言っておら

れます。

「私は心から……長年の経験か ら
，この人生における有益

なもの，楽 しみ，喜びそ して幸福のためになると知っている

ので，まず最初に神の王国を求あるようにとのキ リス トの勧

めに従 うよう，あなたがたに申し上げる。」

＊ ＊ ・ ＊

「……もしあなたがたが最高の成功をおさめたいなら
，ま

た人生の内で心に最大の満足を得たいなら，あなたがたの日

常の交際において，イエス ・キリス トの福音の理想を実践 し

なさい。私はこの言葉をかえることも，ためらうこともなく

申 しあげるものである。私はその結果が私の言った通 りにな

ることを知っている。」

＊ ＊ ＊

最後に一つの物語があります。

「……一人の狩猟監視官が
，深い森の中に入っていって二

本のひもが木に結ばれているのを見つけた。彼はどんな意味

があるのか知ろうとひもについて行 くことにした。やぶやお

おいかぶさる枝を縫って，彼はできる限 り進んで行 くと最後

に残ったひもの球を持った猟師に会った。そのひもは何の目

一的で使っているのかと尋ねると，猟師は答えた。 『私は人が

この森の中で道に迷ったと聞いていましたので，もし私が方

向感覚を失っても戻る道がわかるようにしておこうと思った

のです。」

私たちは皆いわば人間性という深い森の中を前進 している

のである。ある人は方向感覚を失って しまう。他の人々は賢

明にも案丙者を持っている。 （私はこれを錨 りと呼ぶ）ぞち

すると彼 らは道を踏みはずして，入間関係の迷路に当惑する

ことがあっても， もとの道に戻って くることができる。繰 り

返すと， このいかりはイエス ・キリス トの福音の理 想 で あ

る。幸福，安全そして入格はこのいかりを持っていることか

ら得 られるのである。」

「私たちがこのいかりに結びつけられるように，そ してす

ぐにも人間性の領域に出帆 し，神の王国のため奉仕 し，忠実

な働 きができるよう神が助けて下さるように，イエス ・キリ

ス・ト．の御名によって祈 り奉る。アーメン」

．母



そ の 本 を 焼 き な さ い
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またこの記録を受ける時，それが真実なものかどうかをキリス トの御名によって

永遠の父なる神に問え。もし誠心誠意でその上キ リス トを信 じながら問うならば，

神は聖霊の力によってこの記録が確なものであることをあなたたちに示 したもう

にちがいない （モロナイ割 ０章４～５節）

ド ン ・ ビ ン セ ン ト ・ デ ィ ・ フ ラ ン セ ス カ ・

私 は １８８８年 （明 治 ２１年 ） ９月２３日 シ シ リー島 パ レル モ県 の

グ ラ ッテ リ とい う町 で， ジ ョセ フ ・Ｄ ・フ ラ ンセ ス カ とマ リ

ァ ン ・Ｄ ・マ リア ・フ ラ ンセ ス カの 間 に生 ま れ ま した。 １８９２

年 ２月 ２２日に私 の母 は死 に ま した。 そ れ で 私 は 兄 の ア ン トニ

ン と姉 妹 の ジ ョセ フ ィ ン と， 母 の 両 親 の も とで 住 む よ うに な

りま した。

私 は ７才 に な って 小 学 校 に通 い始 めま した。 私 の 祖 父 は私

が宗 教 上 の訓 練 を受 け る よ う望 ん で ， 祖 父 の従 兄 ヴ ィンセ ン

ト ・セ リオ に教 えて 貰 うよ う手 筈 を 整 え て くれ ま した。 私 は

聖 書 を読 む こ とに非 常 に熟 練 して い た ので ， １１才 に な る垣 に

は ，教 師 は， 私 が非 常 に大 き な賜 物 に恵 ま れ て い ると よ く褒

め た もの で した。

１９００年 １１月 に私 は高 校 の宗 教 科 に登 録 す る こ とを 許 され ，

１９０５年 ま で宗 教 につ いて 学 び ま した。 一 方 ニ ュ ー ヨ ー ク市 に

移 民 して い た兄 の ア ン トニ ンが ア メ リカ に来 る よ う誘 って き

ま した。 そ れ で私 は１７才 の時 に ナ ポ リを 出 帆 し１９０５年 １０月 １２

日に ニ ュー ヨー クに着 き ま した。 そ こで 私 は， あ る新 教 の教

会 の イ タ リア支 部 の牧 師 を して い る私 の兄 の友 人 ア リエ ル ・

デ ベ ロ ンに会 い ま した。 彼 は私 を 教 師 と して 雇 い会 衆 に奉 仕

す るよ うに しま した。 彼 は私 が聖 書 を 読 む 賜 を 与 え られ て い

る こ とに強 い 印象 を受 け， 私 に ニ ュー ヨー ク市 に あ る ノ ７ク

ス単 科 大 学 に学 ぶ よ うす す め ま し た。私 は彼 の 忠 告 に 従 い

１９０９年 に宗 教 上 の単 位 を取 得 しま した。

私 は １９１０年 ２月 の あ る寒 い朝 に遡 の ぼ って私 の 人 生 に起 き

た い ろ い ろ な事 を思 い返 す 時 ， 神 が私 の存 在 に心 を か け て く

だ さ って い た の だ とい う こ とを感 じず に は い られ ま せ ん 。 そ

の朝，牧師が病気で寝ており，信徒の問題で私 と話 したい重

要な事があるか ら，彼の家に来 るようにと，私は・ｆタリアの

礼拝堂の管理人から伝言を渡されま した。

私がブロー ドウェーを歩いていると，海からの強い風が私

に冷たく吹きつけてきたので，私は頭を下げ，顔を風からそ

むけていました。本のようなものが，ふたのあいた灰を入れ

る罐の上にあって，廃品集めの車に持っていって貰 うように

置いてあるのが見えたのはこの時で した。ページの形 と製本

の様子から宗教の本であると感 じま した。好奇心にかられて

私はその本を取 り上げ，罐の側面を軽 くたたいて本のページ

にかぶっている灰を落 しま した。その本は英語で書かれてい

ました。私はとびらの頁をさが しま したが，破れてありませ

んでした。

本を手に，立っていると，激 しい風にページがめ くれまし

た。そしてニーファイ，モーサヤ，アルマ，モロナイそして

イザヤ等の名前が一つ一つ私の目に入 りま した。寒い風がひ

どかったので，私は急いで汚れた本を新聞紙に包んで，歩 き

続けました。

牧師の家に着いて私は同僚のスカリロに少 しお見舞いの言

葉を言い，病気の間頼まれた礼拝の行事の勤めを引き受けま

した。私は自分のアパー・トへ帰る道すがら，手に持っている

本 と見かけた珍 らしい名前について考えていま した。 これら

の人は誰なのだろうか。・この予言者イザヤは誰だろうか。彼

は私が聖書で読んだことのあるイザヤなのだろうか，それと

も別のイザヤなのだろうか。

部屋に戻 って私は注意深 く破れたページを くって，イザヤ
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の言葉の所にきました。私はそこを細心の注意を払 って読み

ました。 こんなに易 しくわかる言葉で，このような教義を教

えている教会の名前は，何というのであろうか。本の表紙 と

とびらのページはありませんで した。私は最初に開いたペー

ジに見証者の宣言を読んで彼 らの証の力に印象づけられまし

たが，書物の出所の手がか りは他に何 もありませんでした。

私はアパー トの下の薬局でアルコールと綿を少 し買って，

この汚れたページをきれいにし始めました。それから何時間

か私はその本の中に何が書いてあるか読みました。私はモロ

ナィ書１０章を読むと部屋の鍵をかけ，本を手に持ってひざま

づき，この本が神のものであるかどうか教えて下さるよう御

子イエス ・キリス トの名前によって永遠の父なる神にお願い

しました。私は祈 っていると，体が冷たくなっていくのを感

じました。すると私の動悸が強 く打ち始め，暖かな喜びの感

情が私に起 りました。私はあまりの喜びに満たされたので，

表現する言葉がないほどです。私はこの本の言葉が神か らの

ものである・ことを知 りました。

私は教会で礼拝の勤めを続けましたが，私の説教は，私が

この本から見つけた新 しい言葉を加味 していま した。会衆は

私の言葉に非常に興味を覚えたので，私の同僚の説教に満足

しないようになりました。そして会衆はなぜ ドン ・ヴィンセ

ントのような素晴 しい話をしないのかと同僚に尋ねま した。

これは私にとって，問題の始まりでした。私の同僚が説教を

している時，人々は礼拝堂を去って行き，私が説教壇に立つ

時は常にとどまりました。 この時，私の同僚は私に対 して怒

りました。

本当の不一致は１９１０年のクリスマスィブに始ま りました。

その夜，私は説教の中で私の持っている新 しい本に載 ってい

る通 り，イエス ・キリス トの誕生と使命について 話 しま し

た。私が話 し終 りますと，幾人かの同僚が少しも恥ずかしが

る様子 もなく，公然 と私の言ったことに反駁 してきました。

彼 らの主張の不合理さに私は気持を悪 くして，私はあからさ

まに彼 らに反抗 しま した。彼 らは私を非難 し，懲戒的な処分

が取 られるように，諮責委員会に引き渡 しま した。

私がこの委員会に出ますと，彼 らは慈愛深い忠告と思われ

るものを私に与えました。彼 らはその本を焼 くように勧めま

した。 この本は非常に多 くの問題を起 しているし，牧師たち

の調和を乱 しているから，悪魔のものであると言うのであり

ました。私は，彼 らが焼 くように頼んでいる書物は神の言葉

であると証をし，ただ数ページが失われているのでこの本を

出版 した教会の名前はわからないと返事 しま した。もしこの

本を焼 くとするなら，神を悲 しませることになると言いま し

た。私は神を怒 らせるくらいなら，む しろこの会衆から出て

行 った方がいいと思っていました。私がそ う言 うと，会議の

議長は，当委員会は後程 この件の決定をすると言 ６て，話 し

合いを閉じました。

私が再び会議に呼び出されたのはやっと１９１４年になってか

らでした。副監督は友好的な調子で，前回の審問における委

員会会員のきびしい言葉は私を憤慨させたかも知れない。 こ

のことは遣憾である。なぜなら彼 らは皆私を愛 しており，私

がこれまでいつ もあれ程惜 しみな く与えてきた貴重な援助に

心を留めていたからであると言いま した。 しか し，私に服従

二 完全で絶対的服従一 が規則であることを思い出させ，

私が偽 りを説き続けてきたため会員がこうむってきた苦 しみ

に終 りを告げるために私 はこの本を焼かねばならないと彼は

言いました。

それに対 して，私 はその本の言葉を否定することはできな

い し．，ま して焼 くことはできない。なぜならそのようなこと

をすれば私は神を怒 らせることになるからであると，答：えま

した。私はこの本が所属する教会が知 らされ，その教会に加

入できる日が来 るのを，喜んで待 ち望むと言いました。 これ

を聞いて副監督は叫びま した。「もう十分だ，十分だ。」彼は

そこで委員会の下 した決定を読み上げました。私はよき牧者

の教会の牧師の職を取 り上げられ，以前に私が受けていた全

ての権利，特権 も取 り上げられることになりました。

３週間後私は最：高教会会議に呼び出されました。私が以前

に言 った言葉を取 り消す機会を与えま したが，私は取 り消す

ことを拒み，教会会議は委員会の裁きを確認 しました。私は

このようにして完全にその教会の組織から断たれま した。

１９１４年１１月に私はイタリアの軍隊に召集され，ナポリの港

に送 られました。私はフランスで戦闘を見，そ こで第一次世

界大戦によって引き起 こされたあらゆる悲 しみ，苦 しみを経

験 しました。私はこの本から読んだ教えを覚えていたので，

私は隊の幾人かの男たちにアンモンの民の話一 彼 らが兄弟

たちの血を流すのを拒んで，そのような大きな罪を犯すより

も，武器を埋めてしまった次第を話 して聞かせま した。従軍

牧師が私のことを大佐に報告 したので，私は翌日大佐の事務

所まで護送 されました。大佐は，私が兵士に話 した物語を，

アルマ書２４章に記録された通 り話 して聞かせるよう，言いま

した。それからどうしてその本を持つようになったのか，ま

たどうして英語で書かれ，名前のわか らない教会の出版 した

書物を保有 しているのかと尋ねま した。私は罰として１０日間

パンと水をとってはならないと宣告され，その本のこともそ 一

の話 もしやべってはならないと命ぜ られま した。

戦争が終 って私はニューヨークに戻 り，そこで問題の一部

始終を知っているメソジス ト教会の牧師で，私の古い友人に

会いました。彼は私が不当な扱いを受けたと感 じていて，教

会会議の会員たちにとりなしを始めました。そ して私はつい

に，平会員 として会衆に認められることになりま した。 私

は，そのメソジス トの牧師がニュージーランドとオース トラ

リアへ伝道に行 くのに，ついて行って もよいことになりま し

た。 一

オース トラリアのシドニーで私たちは幾人かのイタリァか

らの移民に会いましたが，彼 らはカトリック教会出版の聖書

の翻訳に誤 りがないか質問してきました。彼 らは私の同僚の

答えに満足 しなかったので，同僚は彼 らに怒 りを覚 え ま し
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た。 それ か ら彼 らは私 にそ の こ とを尋 ね ま した。 私 は モ ル モ

ン経 に真 理 が あ る と知 って い ま した か ら， 再 び そ こに書 か れ

て い る あの 地 の 民 にキ リス トが姿 を現 わ され た話 を し， キ リ

ス トが こう言 わ れ た こ とを話 しま した。 「そ は す な わ ち， わ

れ は この群 に あ らざ る ほか の 羊 を有 つ。 わ れ は か れ ら も集 あ

来 らざ るべ か らず 。 か れ らは必 ず わ が 声 を 聞 きて知 るべ し。

さ れ ば， た だ一 つ の 群 と一 つ の牧 者 との み あ るに至 るべ し と

言 う こ とな り。」 （皿ニ ー フ ァイ１５：１７）彼 らが ど こか らそ の

よ うな教 え を知 っ た のか と尋 ね るの で ， 私 は 自分 が 見 つ け た

本 の こ とを話 して 聞 かせ ま した。 そ の 話 は 面 白 い・もの で した

が， 私 の 同僚 に とって は非 常 に不 愉快 な もの で した 。 彼 は再 ．

び教 会 会議 に私 の こ とを 報 告 し， 彼 らの前 の判 決 が 確 認 さ

れ ，私 は教 会 か ら永 久 に断 た れま した。 そ して その 直 後 私 は

イ タ リ アに帰 りま した。

１９３０年 ５月 私 は あ る情 報 を求 めて フ ラン スの 辞典 を 見 て い

る と， 突 然 「モ ル モ ン」 とい う項 目を 見 つ けま した。私 はそ

の項 を注 意 深 く読 ん で， モル モ ン教 会 が１８３０年 に設 立 され ，

との教 会 が ユ タ州 プ ロ ヴ ォに大 学 を持 って い る ことを 知 りま

した。 私 は そ の プ ロ ヴ ォに あ る大 学 の学 長 に手 紙 を 書 き， こ

の 本 と失 わ れ た ペ ー ジ に つ い て知 らせ て ほ しい と 頼 み ま し

た 。 ２週 間後 に私 は返 事 を受 け取 り， 私 の手 紙 が 末 日聖 徒 イ

エ ス ・キ リス ト教 会 の大 管 長 に渡 され た こ と， そ して 大 管 長

は そ の 本一 この本 は確 か に モル モ ン教 会 に属 す る もの で し

た一 と失 わ れ た ペ ー ジ に つ いて 私 に知 らせ た い と言 わ れ た

旨 知 ら され ま した。

１９３０年 ６月 １６日 ビー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト大 管 長 は私 の手 紙

に答 え て ， ロ レ ンゾ ・ス ノー大 管 長 が宣 教 師 を して い た１８５２

年 にイ タ リア語 に翻 訳 した モ ル モ ン経 一 冊 を， 送 って くだ さ

い ま した。 グ ラ ン ト大 管 長 は ， ジ ョ ン ・Ａ ・ウ イ ッツ ォ ー長

老 が 当教 会 の ヨ ー ロ ッパ伝 道 部 の部 長 を して いて ， 英 国 リヴ

ァ プー ル の 本部 に い るか ら， 彼 に頼 あ ば求 め に応 えて くれ る

だ ろ う と知 臼せ て くだ さい ま した。 ２， ３ 日 して ウ イ ッツ ォ

ー長 老 は リヴ ァ プー ル か ら私 宛 に手 紙 を書 いて
， 全 版 と モル

モ ン経 典 が 世 に もた ら され た こ とを記 した予 言 者 ジ ョセ ブ ・

セ ミスの物 語 の 小冊 子 を， 送 って くれ ま した。 つ い に私 は，

ず っ と昔神 の 御 手 に導 か れ て ニ ュー ヨー ク市 の通 りで ， 罐 の

上 に破 れ た 本 を 見 つ け て 以来 ， 始 ま っ た物 語 の残 りを 知 ６ た

の で した。

１９３２年 ６月 ５ 日ウ ィ ッツ ォ ー長 老 は私 にバ プ テ ス マを 施 す

た め ナ ポ リに来 られ ま した が， シ シ リー島 の フ ァシ ス ト党 員

と反 フ ァ シ 界 ト党 員 の 間 に戦 争 が 起 り， パ レル モの 警 察 は私

が 島 を離 れ る こ とを許 可 しませ ん で した。 この よ う に しそ私

は この 時 バ プ テ ス マ を受 け る機 会 を与 え られ ま せ ん で した。

’｛：．翌年 ウイ
ッジ ォー長 老 は， ジ ョセ ブ ・ス ミスの 小 冊子 を イ

判タ サア語 に翻 訳 し
， １，０００部 出版 す る よ う， 私 に依 頼 され ま

した。私 ．は翻訳 文 を 印刷 者 ジ ョセ ブ らグ ッシオ に 渡 し ま す

β

と， 彼 は セ フ ァル 管 区 の カ トリ ック司教 に原 稿 を 渡 し ま し

た。 司 教 は印 刷 者 にそ の原 稿 を 消 し去 るよ う命 じま した。 私

は そ の 印刷 者 を 相 手 ど って 訴 訟 を起 しま した が， 私 が法 廷 で

得 た もの と言 え ば， 彼 にそ の 元 の 冊 子 を 返 す よ うに とい う命

令 が な され ただ けで ， しか もそ の 冊 子 は既 に彼 が 穴倉 に投 げ

こん で い た の で した。

１９３４年 に ウ イ ッツ ォ ー長 老 が 伝 道 部 長 を解 任 され る と，私

は後 任 の ジ ョセ ブ ・Ｆ ・メ リル 長 老 と文 通 を 始 め ま した。 メ

リル長 老 は私 の 名前 を ミレニ アル ・ス タ ーの 郵 送 リス トに 載

せ て くだ さ った の で， 私 は１９４０年 に第 二 次 世 界 大 戦 で 郵 送 が

中止 され るま で そ れ を受 け取 って いま した。 １９３７年 １月 メ リ

ル 長老 の後 任 リチ ャー ド ・Ｒ ・ラ イ マ ン長 老 は， 私 に手 紙 を

書 い て ， ライ マ ン長 老 と ヒ ュー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン長 老 が あ る 日

ロ ーマ に行 くか ら， 私 は そ こで会 いバ プ テ ス マを 受 け る こ と

が で き る と知 らせ て きま した。 そ の手 紙 は戦 争 の た め 遅 れ

て ， 間 に合 い ま せ ん で した。

そ の 時 か ら１９４９年 ま で， 私 は教 会 の ニ ュー ス か ら全 く断 た

れ ま したが ， 忠 実 な 信者 と して生 活 し， 時 満 ち た る神 権 時 代

の 福 音 を説 きま した。 私 は標 準 聖 典 を持 っ て い ま した の で，

何 章 か イ タ リア語 に翻 訳 し知 って い る人 に， この よ うな挨 拶

を つ けて 送 りま した 。 「今 日は， 朝 が 明 け ます 一 エ ホバ が

語 りま’す 。」

１９４９年 ２月 １３日に私 は ソル トレー クの教 会 本 部 に い る ウイ

ッツ ォ ー長 老 と文 通 を再 び始 め ま した。 ウ イ ッツ ォ ー長 老 は

１９５０年 １０月 ３日に私 の手 紙 に返 事 を・書 いて ， 彼 が ノル ウ ェ ー

に い た こ とを説 明 して きま した。 私 は長 い手 紙 を書 き， 神 の

王 国 の 律法 と誠 命 を 守 って， 神 の 忠実 な息 子 ，．清 い僕 で あ る

こ とを 証 明 で きた と思 うか ら， 早 くバ プ テ ス マ を受 け る こと

が で き る よ うに 助 け て くれ るよ う， ウィ ッツ ォ ｒ長 老 に お願

い しま した 。 ウイ ッツ ォ ー長 老 は スイ ス伝 道 部 のサ ミュ エル

Ｅ ・ブ リン グハ ー ス ト伝 道 部 長 に， シ シ リー 島へ 行 って 私 に

バ プ テ スマ を施 す こ とが で き るか ど うか尋 ね ま した。 １９５１年

１月 １８日 ブ リン グハ ース ト伝 道 部 長 は シシ リー 島 に着 き， 私

はパ レル モ 県 の イ メ レセ で バ プ テ ス マ を受 け ま した。 教 会 の

記 録 に よ る と， 明 らか に これ が シ シ リー島 で施 され た最 初 の

バ プテ スマ で した。 そ れ か ら１９５６年 ４月 ２８日私 は ス イ ス のベ

ル ンに あ る神 殿 で エ ンダ ウメ ン トを受 け ま した。

っ い に私 は天 の御 父 の み前 に行 け る ので す 。 私 は あれ ほ ど

昔 ニ ュー ヨー クで灰 の缶 の上 に あ っ た， 見 知 らぬ 本 を 得 た こ

とに よ って， 真 の教 会 か さが し求 め， そ して さが し出 した結

果 ，私 は今 ， 第 二 の位 を保 つ こと が で き た と感 じて いま す 。

ド ン ・ヴ ィ ン セ ン ト ・デ ィ ・フ ラ ン セ ス カ長 老 は １９６６年 １１

月 １８日 イ タ リ ア ， ゲ ス タ ・グ ラ テ ン （パ レル モ ） で 亡 く な り

ま し た 。
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ア ル バ ー ト ・Ｌ ・ ゾ ベ ル ． Ｊｒ．

ソル トレー ク神 殿 の 東 側 中 央 の 尖 塔 に 立 つ 天 使 モ ロ ナイ の

像 は， こ の末 日に 回復 され た永 遠 の 福 音 の 黄 金 の 真 理 を 象徴

して い る。

この天 使 の像 は， １８６３年 １１月 ２２日 プ ロ ボ の南 ９．６キ ロに あ

る小 さな 町 ス プ リ ング ビル で生 まれ た サ イ ラス ・Ｅ ・ダ ー リ

ンの作 に な る もの で あ る。 彼 は坑 夫 トマ ス ・ダ ー リ ンの ８人

の子 供 の ２番 目で あ った。

ス プ リン ク ビル の あ た りに は， パ イ ウテ族 ， ユ テ族 の イ ン

デ ィア ンが 無 数 に い た。秋 にな る とイ ンデ ィァ ンは 山野 に 自

分 た ちの 住 ま いを 設 営 す る こ とを許 され， 冬 に は獣 の 皮 や獲

物 の 肉 を開 拓 者 に売 って 生 活 して い た。 若 い サ イ ラ ス は家 の

近 くの こつ こつ した 山 を好 んだ よ うに， これ らの 隣 人 イ ン デ

ィァ ンを愛 した。 彼 は学 校 で使 って い た ス レー ト （ス レ ー ト

板 を ノー ト代 りに使 っ て い た。 訳 者 注 ） に， そ の 日の授 業 を

書 くよ り も絵 を描 く こ とが しば しは あ っ た。

彼 は長 老 派 の 牧 師 の 学校 に い た が ， そ の牧 師 は彼 に美 術 の

才 能 を 伸 ば す よ っ に勧 め た ， あ る時， レ オナ ー ド師 は， もっ

９



と資金 が要 る こ とを知 らせ るた あ， 老 朽 な煉 瓦 作 りの 学 校 の

絵 を描 い て， 東 部 へ 送 らな け れ ば な らな い こ とが あ っ た。 彼

は そ の絵 を描 くよ うに サ ィ ラス に頼 ん だ。 そ して 間 もな くそ

の よ うに事 が運 ん だ。 若 い ダ ー リ ンは既 に本 当の 画 家 で あ っ

た。 自分 の作 品 に よ っ て お金 を受 け る人 に な って い た ので あ

る。

１８７９年 の春 ， 彼 は プ ロボ で学 校 に通 い美 術 を学 ぶ お金 を 稼

ぐた め， ユ タ州 シ ル バ ー市 に あ る父 の鉱 山 に働 き に 出 か け

た。 彼 は最 初 自分 と三 人 の従 業 員 の た め に炊 事 を した。 次 い

で彼 は， 鉱 石 を選 り分 け， 一 輪 手 押 し車 に乗 せ， 立 坑 まで 運

ん で ふ るい に か け る仕 事 を得 た。 そ れ は荒 っ ぽ い環 境 の中 の

激 しい仕 事 で あ った。 彼 は そ こで約 ６ケ月 間働 い た。

そ の 日坑 夫 が柔 らか く白 い そ して 白亜 質 の粘 土 にぶ つ か っ

た。 ダー リ ンは， 製 作 意 欲 に か られ て， 道 具 を問 に合 わせ で

作 り， 二 つ の 実物 大 の頭 像 を こね あ げ た。 彼 は家 で粘 土 を 使

って 実験 した こ とが あ る し， ま た ジ ャ ッ クナ イ フ を使 って 木

に彫 刻 した こ と も， スケ ッチ を した こ と もあ る と言 っ た。 粘

土 の モデ ル は彼 の絵 と一 緒 に１８７９年 １０月 ソル トレー ク市 の展

覧 会 に送 られ た。

翌 春 シル バ ー市 ， Ｃ ． Ｈ ． ブ ラ ンチ ャー ドは， ダ ー リ ンの

才 能 に非 常 に感 心 して， ソル トレー ク シテ ィの金 持 ち の鉱 業

家 ジ ェ・ｆコ ブ ・ロ ー レ ン ス と相 談 した。 そ して ダ ー リ ンを ボ

ス トンの 彫 刻 家 トル ー マ ン ・Ｈ ・バ ー トレ ッ トの彫 刻 室 に送

る た めの 資 金 を 二 人 で 都 合 した。 バ ー トレ ッ ト氏 は この青 年

につ い て １８８０年 ６月 １２日， デゼ レ ト ・ニ ュー ス宛 に手 紙 を書

いて い る。 そ の 一 部 に こ う言 って い る。 「彼 の 父親 は資 産 家

で はあ りま せ ん か ら， 息子 の費 用 を 長 く支 え られ る とは思 え

ま せ ん。 この 少 年 の授 業料 は た だ で す か ら， 彼 が要 る の は食

費 代 と衣 服 代 だ け で す。 この少 年 は彫 刻 の 素 晴 しい才 能 を持

って い ま す か ら， も しよ い 教育 を受 け れ ば， 自分 自身 に』も彼

に関 心 を 持 つ 者 に も栄 誉 を もた らす で し ょ う。」

何 人 か の 人 が ダ ー リンの才 能 を伸 ば す こ とに 関心 を持 っ て

い た。 そ して 彼 の進 歩 は流 星 の よ うに 目覚 しか っ た。 １８８４年

２月 に彼 は ソル トレー ク シテ ィに彫 刻 室 を 開 く と 発 表 し た

が， ６月 の終 りに は東 部 へ 勉強 に行 った と伝 え られ た。 そ し

て その 年 の １２月 彼 は パ リへ行 こ う と して い る との知 らせ が あ

っ た。

彼 は１８９１年 ６月 １６日 マサ チ ュ ーセ ッツ州 ロ ッ クス ベ リー の

ヴ ィッ トリア ・コ ロナ ・ミュー レー と結 婚 す る と， す ぐに ソ

ル トレ ー クに 戻 り， そ こで １８９４年 の 冬 ま で仕 事 を した。 こ の

実 り多 い 期 間 に， 彼 は ブ リガ ム ・ヤ ン グ記 念 碑 を彫 刻 した。

この 記 念 碑 は 開 拓 者 が ソル トレ ー ク盆地 に着 い て か ら， ５０週

年 記 念 の 日 に除幕 式 が行 わ れ た。 彼 は ま た大 管 長 会 員 の胸 像

も彫 っ た。

管 理監 督 の ウ ィリ ア ム ・Ｂ ・プ レス トン， 第 二 副 監 督 の ジ

ョン ・Ｒ ・ウ ィン ダー， 神 殿 設 計 者 Ｄ ・Ｃ ・ヤ ング は ダ ー リ

ン氏 と共 に， １８９１年 ７月 ２１日大 管 長 会 と会 い， 当時 ソル トレ

ー ク神殿 の塔 の先 端 に 被 せ られ た石 の球 の上 に お く尖 塔 の絵

１０

（上） 開拓者 の母 の記念碑

（下） 自分 の胴像を背 にしたダ ー リン翁

を提 出 した。 彼 らは ダ ー リ ンの描 い た， 天 使 が ラ ッパ を 吹 い

て い る絵 を持 っ て い た。

１ケ月 もた た な い ８月 １９日 に， 神 殿 の塔 完成 の設 計 は 大管

長 会 に承 認 され た。 設 計 者 は東 中 央 の尖 塔 の上 に置 く天 使 の

像 製 作 に ど れ く らい費 用 が か か る か， ダ ー リン氏 と相 談 す る

よ うに言 わ れ た。

オ ハ イ オ州 サ レム に あ る彫 刻 業 者Ｗ ・Ｈ ・ ミュ ー リン社 は

模 型 か ら 「２４打 ち の銅 」 で３７９ｃｍ の像 を作 っ た。 この 会社 は

今 も ミュー リ ンス製 造 株 式 会 社 と して 仕 事 を続 けて い るが，
ヒ

１８９０年 代 の記 録 は も う残 って い な い。 ま た この 会社 もケ ネ コ

ッ ト銅 株 式 会 社 ， そ れ に そ の子 会 社 チ ェイ ス ・ブ ラ ス ・ア ン

ドコ ッパ ー社 も 「２４打 ち の銅 」 が 何 を 意味 す るか よ くは わ か

っ て い な い。 あ る冶 金 学 者 は， １平 方 フ ィー ト２４オ ン ス （１

平 方 ｃｍＯ．７３ｇ） の こ とか も知 れ な い と言 って い る。 これ が正

しい とす る と銅 の厚 み は約 ０．０８１ｃｍ に な る。 像 を作 るの に比

較 的 薄 い規 格 の銅 が使 わ れ た のか も知 れ な い 。

１８９２年 ４月 ６日水 曜 日 お よ そ ４万 人 の 人 が テ ンプ ル ・ス ク

ェ ア に， そ して 数 千 の人 々が 付 近 の通 りに， よ く見 え る場 所

に集 ま って 金 箔 を かぶ せ た天 使 の 像 が す え つ け られ るの を 見

た。 そ の 日 の一 般 大 会 で 会 員 た ち は， ソル トレ ー ク神 殿 を完

成 し， １年 後 の１８９３年 ４月 ６日に 献 堂 で き るよ う， 仕 事 につ

く決 心 を した。

あ る人 は 「天 使 が ラ ッパ を 吹 い て い る動 作 」 とい う説 明が



テンプルス クエアにあ った頃の 「ブ リガムヤ

ング記念碑」現在は ソル トレーク市内にある

よ くわ か らな か っ た。 この設 置 を報 ず るデ ゼ レ ト ・ニ ュー ス

の説 明 で は モ ロナ ィ と呼 ば れ て い る 。何 年 も後，ダ ー リン氏 は

１９３８年 ７月 ３０日付 で 「親 愛 な る ヤ ング殿 」 宛 に手 紙 を 書 い て

い る。 （残 念 な が ら この ヤ ング氏 は誰 で あ るか わ か らな い。

これ は７０人 最 高 評 議 員 会 の リー ヴァ イ ・エ ドガ ー ・ヤ ン グで

あ っ た か も知 れ な い し， 設 計 者 の ドン ・カル ．ロ ス ・１ヤ ン グで

あ っ た か も知 れ な い） この手 紙 は この よ うに 書 い て あ る。

「ソル トレ ー ク神 殿 の頂上 に お く像 を作
っ た 時， 「私 が何

を 考 えて い たか 」 との ご質 問 に答 え て。 モ ル モ ンの天 使 「モ

ロ ナイ 」 の像 を作 る とい う委 任 を， 私 の で き る 限 り立 派 に遂

行 しよ う とい う以外 に， 何 の考 え もな か っ た と しか お答 えで

きま せ ん 。」

「他 の こ とは何 も知 りませ ん
」

サ イ ラ ス ・ダー リ ン

確 か に ダ ー リ ン氏 は偉 大 な 彫 刻 家 に な っ て い った の で あ っ

た。 １８９６年 １月 彼 は国 会 図書 館 の 仕事 を して い た と記 され て

い る。 彼 の開 拓 者 記 念 碑 の除 幕 式 が １８９７年 ７月 テ ンプル ・ス

クェ ア で行 なわ れ た時， 彼 は 喜 び の挨 拶 の電 報 を打 っ た。 こ

の記 念 碑 が ソル トレ ー ク市 の現 在 の仕 置 に移 され た。 １９００年

の開 拓 記 念 日の 式典 に お い て， 彼 は話 を した １人 で あ っ た。

彼 は成 人 にな って か ら殆 ん どボ ス トンで 過 したが ， しば し

ば 「故 郷 」 で あ るユ タへ 来 た。 １９２０年 代 に ソル トレ ー クを訪

れ た時， 彼 は テ ンプ ル ・ス クエ ア に立 ち寄 った 。 そ こで彼 は

当 時 テ ンプ ル ・ス クェ ア伝 道 部 の伝 道 部 長 を して い た７０人 最

高 評議 員会 会長 リー ヴ ァィ ・エ ドガ ー ・ヤ ングか らの挨 拶 を

受 け た。 この ２人 の 旧友 は一 緒 に， 世 界 的 に有 名 な ダ ー リン

氏 の像 に つ い て， 彼 の作 品 で あ る歴 史的 な 人 物 につ い て， ま

た権 威 と威 厳 を もっ て， 感 動 的 に彫 られ た ア メ リカイ ンデ ィ

ア ンの 肖像 に つ い て語 り合 っ た。 ジ ョ ン ・１ ・マ ック レ ラ ン

の オ ル ガ ン リサ イ タル を 鑑 賞 した後， 彼 らはか もめ の記 念碑

を 囲 む ふ ち石 にす わ って ， 神 殿 の 尖 塔 の上 に立 つ黄 金 の像 を

な が め て い た。

ダー リ ン氏 は こ う言 っ た。 「「天 使 モ ロ ナイ 』 は， 私 の作 品

の うち で一 番 神 に近 づ けて くれ る と思 いま す。 天 よ りの 使 い

と交通 す る ことが ， どん な こ とか わ か った よ うな気 が しま し

た 。」 そ して 彼 は こ うつ け 加 え た。 「私 た ちは人 生 に お い て，

私 た ち の あ るが まま ， そ して 私 た ちが 考 え る こ と しか創 り出

す こ とは で きな い の です 。」

１９３２年 ７月 ２４日彼 は ユ タ州 ス プ リン グ ビル で， 自分 の作 で

あ る開 拓 者 記 念 碑 の 除 幕 式 に， 話 し手 と して 出席 して い た。

そ こで彼 は母 につ いて こ う言 った 。 「母 に は苦 難 は あ りませ

ん で した。 何 故 な ら母 に は家族 が あ り， 愛 が家 庭 の 中 に溢 れ

て い た か らです 。」

１９３４年 ６月 ユ タに再 び戻 る旅 で， ダ ー リ ンは， 飛 行 機 に よ

る２２時 間 の旅 と， 彼 の両 親 が１８５０年 代 の初 期 に ３ケ 月 か か っ

て 大平 原 を横 切 った旅 とを比 較 した。

彼 は述 懐 した。 「私 の技 術 は美 を愛 した母 ジ ェ ー ン ・ヘ イ

マ ー ・ダ ー リ ンに負 って いま す 。 私 が 子 供 の 頃， 母 は 粘土 で

い ろ い ろ な ものを 作 り． 窯 で焼 きま した。 これ は継 承 され た

もので す 。 私 は子 供 の頃 か ら美 術 が 好 きで， ス ケ ッチ や型 を

作 る こ とを 始 め ま した。 そ して 母 は 父 トマ ス ・ダ ー リ ン と一

緒 に な って あ らゆ る点 で 励 ま して くれ ま した 。」

勿 論 彼 の職 業 と して の生 活 の 中 に は， 何 年 もの挫 折 が あ っ

た 。 １８８４年 彼 は ボ ス トンで， 学 生 の 時， ポ ール ・レ ビ ア の馬

上 の 像 を ，焼 き石 膏 で 作 っ た。 彼 は成 功 間違 い な し と信 じて，

ソル トレー クシ テ ィの彼 の彫 刻 室 を 訪 れ る人 々 にそ の 像 の こ

とを話 した。 記 録 に よ る と 「１８８４年 以 降 ， ダ ー リンは 市施 政

者 が 変 る毎 に ボ ス トン市 庁 へ 毎 年 自分 に像 を彫 らせ るよ う訴

え た 。」

それ か ら５５年 後 の １９４０年 １月 初 め に， モ ー リス ・ １ ・ トビ

ン市 長 は． ジ ョー ジ ・ロバ ー ト・ホ ワイ ト基 金 の理 事 長 と し

て， この７８歳 の彫 刻 家 に， 彼 が約 ８，０００万 円 の契 約 で， ポ ー

ル ・レ ビァ の像 を青 銅 で作 るよ う許 可 され た 旨知 らせ た。 こ

の像 は レ ビァ の有 名 な乗 馬 が始 ま っ た場 所 に近 い， ポ ール ・

レ ビ ァ散 歩 道 に置 かれ た。

ユ タ生 れ で 最 高 の ア メ リカの 彫 刻 家 サ イ ラ ス ・エ ドゥ ィー

ン ・ダ ー リ ンは， ８３歳 の誕 生 日の ８日前 ， １９４４年 １１月 １４日マ

サ チ ュー セ ッツ州 ア ー リン トの 自宅 で死 ん だ。 彼 は未 亡 人 と

一 人 の息 子 を 残 して逝 った
。 彼 の も う一 人 の息 子 は第 １次 大

戦 の 時 ， フ ラ ン スの戦 闘 で死 ん で い る。
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教会の広 く分散 している各地域から次のような反響があった。 「教会幹部が神殿をユタ州プロボ

とオグデンに建設する計画を立てていることを聞いて私は喜んでいます。少 くとも二つの神殿が建

設 され献堂 される間，世の終 りが来るまで，数年間の猶予が与えられているのですから。」

確かに時は知 らされていないがイエス ・キリス トの再臨と共に地球が揺れ動 き，各要素が緩み大

きな都市や陸が破壊されることを頂点として，地の住民は前途に困難な時期を迎えるのである。 し

最 も よ く 守 ら れ て い る 世 界 の 秘 密
へ１

か し信 仰 深 い者 に とっ で， それ は終 りと は な らな い。

彼 らは， キ リス トが 自 ら統 治 され る福 千 年 に生 活 す る。 彼 らは復 活 した 人 々 と生 活 し， 意 見 を交

換 す る。 サ タ ンと彼 の力 が縛 られ て いて ， 彼 らは結 婚 し，子 供 を育 て， 神 殿 や そ の他 の所 で主 の業

の た め に働 き， 彼 らの機 会 は何 と輝 か しい もの に な る こ とだ ろ うか。

ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ長 老 （後 に大 管 長 に な られ た ） は １８７７年 ９月 １６日 ソル トレー クタバ

ナ クル で こ う言 っ た。

「救 い主 が来 られ る と千 年 の期 間が 救 い の業 に捧 げ られ ま す。 そ して 神殿 が この ヨセ マ の地 一

南北 ア メ リ カー 全 地 に， そ して ヨ ー ｐ ッパ や そ の 他 の 地域 に建 て られ るで し ょ う。 そ して 救 い主

が 「全 て は終 りま した』 と言 っ て， 王 国 を父 な る神 に お返 しされ るま で に， 肉体 に あ っ て福 音 を 受

け入 れ て い な い セ ム，』ハ ム， ヤ ペ テ の全 て の子 孫 は， 神 の 神 殿 で救 い の儀 式 に与 らな けれ ば な りま

せ ん 。」 （説 教集 １９巻 Ｐ。２３０）

神殿 は 「私 た ち の死 者 を救 う とい う明 らか な 目的 の た め に， 仕 事 が要 求 す る量 に応 じて それ だ け

速 く」 建 て られ る と， ブ リガ ム ・ヤ ング大 管 長 は言 っ た 。 （説 教 集 ２巻 Ｐ．１３８） 彼 は ま た数 百 ， 数

千 と神 殿 が 建 て られ る こ とを 約束 した。 （説 教 集 １０巻 Ｐ．２５４及 び ３巻 Ｐ．３７２参 照 ）

大 管 長 会 の 第 二 副 管 長 で あ った チ ャー ル ズ ・Ｗ ・ペ ンロ ーズ は ， １９１８年 ４月 ５日の総 大会 で次 の

よ うに 言 った。 「… … しか し輝 か しい福 千 年 の 日が 完 全 に始 ま る と， 大 陸 の北 か ら南へ の び る この

偉 大 な シオ ンの 地 （ア メ リ カ） の こ こか し こに， 神 殿 が 建 て られ るで し ょう。 そ して死 者 の た め の

仕 事 が続 け られ ， シオ ン山 の救 い手 た ち が私 た、ち の子 孫 が ふ え るで し ょう 。」 （大 会報 告 １９１８年 ４月

Ｐ．１６）

教 会 の 大 管 長 ジ ョセ フ ・Ｆ ・ス ミス は， 神 殿 が 「ヨー ロ ッパ に点 在 」 す るで あ ろ う と言 った。

（「星 」 １９０６年 Ｐ．３３２） スイ ス神 殿 は ヨー ロ ッパ に幾 つ か建 て られ る神 殿 の第 一 番 目の 神殿 に過 ぎ

ない と， デ ビ ドＯ ・マ ッケ イ大 管長 は言 わ れ た。 （デ ぜ レ ト ・ニ ュー ス １９５３年 ４月 ３ 日 Ｐ．Ａ １，

Ａ ９）

福 千 年 は救 い 主 の降 臨 と共 に 始 ま る。 再 降臨 の実 際 の 時期 は， こ の宇 宙 で 最 も よ く守 られ て い る

秘 密 で あ る。 天 の 使 い も知 らな い。 しか し予 言 的 な徴 しは聖 典 に記 録 され て い る。 そ して 善 男 善 女

は そ の こ とを 学 び 熟 考 して い るの で あ る。

当教 会 の会 員 が 今 日な す仕 事 は よ く定義 され て い る。 す な わ ち， バ プ テ ス マ と他 の場 所 で な した

誓 約 に， 毎 週 聖 餐 に与 る こ とに よ って 新 た に し，それ に添 って生 活 す る こ とで あ る。 ワー ド部 ，ス テ

ー キ部 ， 伝 道 部 ， 支 部 で 忠 実 に働 きな さい。 家 族 を義 し く守 り育 て な さ い。 系 図 の 探 求 と神 殿 に 入

る こ とに よ って 「シ オ ン山 の 救 い 手」 とな りな さい。 未 来 の こ とにつ い て不 必 要 な心 を 悩 ま せ て は

な らな い。 アル マ の言 葉 に よれ ば， この生 涯 は 「神 に逢 う用 意 を す る時期 」 で あ る。 （アル マ１２＝

２４） そ して も う １人 の モル モ ン経 の 予 言 者 は ， 次 の よ うに言 っ て い る。 「ご らん， 私 が これ らの こ

とを言 うの は お前 た ち に知 識 を 与 え るた め で あ って ， ま た お前 た ち が 同胞 の た め に務 め るの は， た

だ お前 た ち の神 の た め に務 め る ので あ る ことを 悟 らせ るた め で あ る 。」 （モ ー サ ヤ ２ ：１７）
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管理監督会のペー ジ

若 い 人 々 へ

祈 り に つ い て

管理 監 督 ジ ョ ン Ｈ． バ ン デ ン バ ＿ グ

若い男女が日常生活でいろいろなチャレンジに会って主の助けを求めるのは，本当に成長したこ

とを示す徴です。主から助けを受け，導かれなかったら努力 しても空 しいということを，数多 くの

偉人が悟っています。ベンジヤ ミン ・フランクリンは，憲法制定会議の参加者に祈 りをその議事に

盛 り込むよう強 く勧めて，こう言いました。 「皆さん，私はもう年をとりました。 しかし年をとれ

ばとる程，私はこの真理一 神は人のできごとを治めたもうことを増々強 く確信するようになりま

した。それで私は，今後この会議で毎朝仕事に移 る前に，私たちの審議の上に天の助けと祝福をお

願いする祈 りを捧げるよう，動議を提出させていただきます。」

映画監督のセシル ・Ｂ ・デ ミルは祈りについてこう言っています。 「私は祈 りなくしては一日も

生活できません。祈 りはこの世で一番大きな力を持っています。」

ヨブは人生で最も苛酷な試練に会ったと聖典は伝えています。彼は富，家族，健康，それに友を

失いました。それでも彼は神に対する揺るぎない信仰を堅持 しました。 ヨブの言葉から多 くの偉大

な霊的洞察力が得 られます。ヨブが同時代の人々について言っていることは，今 日の私たちの社会

の多 くの人々の状態を描写 しています。彼の言葉はこうです。 「その日をさいわいに過ごし，安 ら

かに陰府にくだる。彼 らは神に言う，われわれを離れよ，われわれはあなたの道を知ることを好ま

ない。全能者は何者なので，われわれはこれに仕えねばならないのか。われわれはこれに祈っても

なんの益があるか」と。（ヨブ２１：１３～１５）

私たちの大いなる富，医学の進歩，私たちを取 り巻 く楽 しみがあるたあ，ある者は天の父なる神

に常に祈る必要のあることを無視 しているかも知れません。今 日多 くの人がヨブの友人と同じこと

を言っているようです。 「われわれはこれに祈っても，なんの益があるか＆

人は皆人生を築いていこうとする時，祈 りの重要性を悟ることが是非共必要なのです。なぜなら

真実 「主が家を建てられるのでなければ，建てる者の勤労はむなしい，……」 （詩１２７：１）からで

す。

祈 りは私たちの生活に強力な力をもたらす ことができます。 しかしどのように祈れば祈 りを効力

あるものにできるか学ばねばなりません。子供の時私たちの祈 りは，知っている言葉の単なる繰 り

返 しであったかも知れません。大きくなれば，私たちはもっと深 く，もっと大きな意義を感 じて祈

りを考ろます・

まず祈りは神 と話すことであるということを理解 しなければなりません。 この祈 りの機会には真

剣に，十分な意図をもって臨まなければなりません。なぜなら私 たちの祈りが聞きとげられるため
も

には；私 たちは完全な信仰 と謙遜な態度をもって天の父なる神に近づ くことが大切だからです。神
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が私たちの努力を補って くださるよう，私 たちは神の御前に

神に対す る信頼 と私たちの限界を告白しなければ な りま せ

ん。

私たちは謙遜に信仰をもって天の父なる神に近づ く時，ど

のような助けを神に願ってよいか知っていなければなりませ

ん。ア ミュレクはモルモン経の中で，私たちは生活のあらゆ

る領域で助けを求めて祈るべきであると言 っています。彼は

次のように勧めています。 「神は人を救 う大能を具えたもう

か ら，神に憐みを求めよ。へ りくだってたえず神に祈れ。
　
トユ リ

牧場に居る時はあなたたちの家畜の群について神に祈れ。

家に居る時はあなたたちの家族全体について朝 も昼 も神に

祈れ。

あなたたちの敵の力を防ぐことができるように神に祈れ。

一切の義しいことに敵対する悪魔を防ぐことができるように

神に祈れ。あなたたちの田畑の収獲が豊であるよう，その作

物 について神に祈れ。牧場にあるあなたたちの家畜がふえる

ように神に祈れ。 こればかりではない，あなたたちが一人で

部屋に居 るときも，秘密の所に居 るときも，また野に居ると

きも心 にあることをうち明けて祈れ。声をあげて主に祈 らな

い時でも， 自分の為また自分のまわりの人々の為を思ってた

えず心の中で主 に祈れ。」（アルマ３４：１８～２７）

このように私たちは，義 しい努力に対 しては何であっても

祈 りを通 して主から助けを受けることができます。 しか し皆

さんは青年男女 として次のことを十分理解 していることが大

切です。（１庄 が私たちの祈 りに答えられる前に私たちはどの

ようなことを果 さなければならないか。〔２庄 はどのように祈

りに答えたもうか。

聞きとげられる祈 りには私たちの側に大きな努力が要るこ

とを，主は聖典の中で非常にはっきりさせてお られます。 こ

のことは主からオリヴァ ・カウ ドリに，はっきり説明されて

います。オリヴァは翻訳の賜を願い求めま したが，主が彼の

願いをいれて くださるように，自分の分を果 していませんで

した。主はオリヴァに祈 りについて次のような勧めを与えら

れました。 「見よ，汝いまだ悟 らず。汝はひたすらわれに願

いし時はこれを与えらるるな らんと思え り。されど見よ，わ

れ汝に告 ぐ，汝心の中によく思い計 り，その後願うこともし

正 しからば汝願わざるべからず。……」（教義と聖約 ９：７～

８）

私たちの祈 りを意味あるものにしようとするなら，このこ

とは私たちが理解 しなければならない，非常に重要なことで

す。私たちが何か決定するに際 して主の助けを必 要 とす る

時，主は私たちがまず私たちの理解力に基づいて仮の決定に

達 し，それから私たちの決定が確認されるか否認されるかを

尋ねて祈 るよう期待 しておられます。

ここで疑問が起 ります。 「主が私たちの決定を確認される

か否認 されるか どうしてわかるだろうか。」主は 上にあげた

オ「リヴァに対す る勧めを与えられた時，次のような指示を く

１４

う

ださいました。 「……願 うこと正 しからば，その時われ汝の

心を内に燃やさん。 これによりて汝にその正 しきを 感 ぜ し

む。 されど願 うところ正 しからずば，かかる感な くして汝の

心は次第に鈍 くなり，そはついに悪の悪たるを忘れ しむるに

至 らん。……」（教義と聖約 ９ ：８～ ９）

私たちの祈 りが答え られるためには，主がわた したちに期

待 される分を果 してから，主の助けを願 う必要があります。

それか ら私たちは主が与えたもう答えを見分けるため，聖霊

が知 らせ るのがわかるよう鋭敏にならなければな りません。

私たちは祈 りに対する答えが，私たちの意志に添わない場

合 もあることを知る必要があります。 しか し， もし私たちが

謙虚であって，聖霊の導きに従 うな ら私たちが受ける答は，

私たちの成長 と進歩のためになるのです。

私たちは現世の試 しを避けるように祈ることは で き ま せ

ん。私たちは現世の試 しに立向 う特質とそれを克服する力を

求めて祈ることができるのです。このことを理解 しなければ

なりません。

私たちが祈 りを通 して神の力を受けるように祈 ります。マ

ッケイ大管長はとてもすば らしく表現 されています。
「私は皆さんがいつの日か，霊を悩ますような 強 い望 み

（このことを言うに当って，私 は心から皆さんのことを心に

かけているのですが）克服できない難攻不落の壁に会いたい

というような強い望みを持たれるよう希望 します。 しかし壁

の向 うに義務がある時後に下がって ｒ私にはできない』 と言

わないで ください。あなたはしたいと熱望するかも知れませ

んが，それだけでは十分ではないのです。テーマの聖句とな

っているヤコブの言 っていることを行ってください。すなわ

ち 「力を神に願い求めなさい。 しかしそこに信仰 と，自分が

できる能力への信頼がなければいけない。』

「あなたは今あなたの立っている所か ら，壁の所まで行 く

ことができます。「あなたがそこに達すると，あるいは行ける

所まで行 くと，あなたの祈 りが答えられて，初め立っていた

所からは見えなかった，か くれたはしごがあって登ることが

できるとか，戸があるのに気がつくでしょう。神の御手が示

されたのです。その時あなたは無限なる者に対 して答えるこ

とができたのです。そして聖霊の導きを受けるにふさわ しい

とはどういうことかがわかるのです。そして聖霊はいろいろ

な事柄においてあなたを導 きます。」

知恵は努力を通 じてもたらされます。全ての善い事は努力

を要 します。持つに価するものは，あなたの体力，知力，そ

して霊の力の一部を代価 として求めます。』「求あよ，そうす

れば，与えられるであろう。捜せ，そうすれば，見いだすで

あろう。門をたたけ，そうすれば，あけてもらえ る で あ ろ

う。」 しかしあなたは求めなければなりません。たたか な け

ればなりません。捜 さなければならないのです。

（人生の宝 Ｐ．３０３～３０４）
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▼ 嗣り ．

彼女 は うなづ きま した。 「わ か った。 で

もティ ミーは一 と くべつな人 だ。彼 は ど

て もえ らいなあ。 もしぼ くが病気 にな って

目が見 えな くな った とした ら， ぼ くは死 ん

だ方が ま しな くらいだ と思 うよ。」

「よ しぞ ぼ くた ちは その お金をぜ んぶ使 お

う。で もまだなにをか うか きめていなか っ

たん だね。」

「店 でさが した らどうか しら」妹がいい

ました。 「そ うすれば ティ ミー に，い ちば

ん いい ものが 見つか るか も しれないわ 。」

ジムは さんせい し，二人 はお金 を持 って

出 かけま した。お もちゃ屋 さん に二人は，

ティ ミーが さわ って聞 くことので きる，音

楽つ きのび っ くり箱を見つ けま した。二人

はハー モニ カを見てい ま した。 その時， あ

ま りまんぞ くしていなか った ジー ンが さけ

び ま した。 そうだわ。 テ ィミー のよろ こぶ

ものがわか ったわ 。」「な に」

「見 て ごらん」 ジー ンは 目をかがやか し

なが ら少 し向 うの，かわ いい動 物を売 って

いる店 の方を見てい ました。 そ こで彼女 は

まっす ぐ小ね このい る所へ行 き ま し た。

「小 ね こはなんてかわい いんで しょう。」 ・

はい色 の小ね こ，黒い小ね こ， そして青

い目の小 さな 白い小猫が いま した。

「私 は ζの小猫が好 きだ わ。」 ジー ン は

白い小 ね こを さして そう言 いま した。 「と

て もきれいな 目を してい るわ。青 い 目を し

た ね こはめ った にいないわ。 テ イ ミー もこ

の小ね こが好 きにな ると思 うわ」

ジム も青い 目を した小ね こが い ちばん好

きにな りま した。 「で もテ ィミーは小ね こ

のせ わがで きるかな 。」 彼 は 大 きな声 で そ

う言 いま した。 「彼のお母 さん に助けて も

らわない とだめで しょうね 。」 「だけど お

母 さん はそんな ことかまわな い と思 うわ。

ティ ミー は動物が好 きだ し， それ に彼 の誕

生 日です もの 。」

（ ２ ）

店 の人 が二人 の所へ来ま した。 「い らっ

やいＧ」

ジムが話 しま した． 「友だ ちにたん じょ

うの贈 り物をか ってあげ海いんです。ぼ く

た ち五百円持 っています。 この白い小ね こ

を買 えませんか 。」

「うん，一 五百円で この小ね こをか え

るよ。」 「ワアー， どうもあ りが とう。」子

供 たちは うれ しそ うに さけび ま した。

「さっそ く二人は店の人が くれた ボール

紙 の箱に小ね こを入れて ティ ミーの家 に急

ぎま した。 「テ ィ ミーたん じょう日おめで

と う。」 二人はに こに こして， 彼の手 に小

ね こをわた しなが ら言いま した。

テ ィ ミーは友 だ ちが 自分の たん じょう日

をおぼえて くれていたので， とて も うれ し

くな りま した。 「小ね こだ 。」 ティ ミーはや

さ しく指 で さわ りなが ら小 さな動物 を感 じ

て， さけびま した。 ティ ミー の顔 は明 る く

かがや きとて もうれ しそうで した。

「あなた も好 きにな ると 思 ったわ 。」 ジ

ー ンが言いま した。 「私た ちはあな たにな

にか とくべつな ものをあげた かったの 。」

「なにか君が さわ って聞 くことがで きる

ものを。」 とジムが加えま した。

「ニ ャーオ」小ね こがな きました。

「聞え るよ」テ ィ ミーはわ らって言いま

、した。 「どんな色 を してい るの 。」

「目は青 であ とは白だよ 。」 ふた この 二

人 は こたえま した。

「青 い 目だ って， とて もすて きだ。」 テ

ィ ミーは小さなやわ らかい毛の小ね こを顔

にだき しめま した。 「この小ね こは こんな

にや わ らかい。 ぼ くとて もうれ しいよ。 ジ

ムとジー ンすば らしい贈 り物あ りが とう。

ぼ くは この小ね こを フロステ ィと呼ぶよ。

小ね こはその名前 気に入 る と思 う ？」

「ニ ャー オ」 フロステ ィは ティ ミーのほ

おを なめて なきま した。

た小 さ な男 の子 そ っ く りの顔 だ っ た。

で も， 泣 くま い と して い た。 ボ ー ア ン

は も う以 前 の ほ らふ きの え ば った 男 の

子 の よ うで は な か っ た。

「ボ ー ア ン ど う したん だ
。」ジー ヤは

お ど ろ いて さ け んだ 。

ボ ー ア ン は ゆ っ くり説 明 した。 「全

くとつ ぜ ん に家 族 の 責任 を 引 き うけ て

家 族 の 長 と な る こ と はや さ し くは ない

ん だ。 ぼ くは 自分 が 本 当 は どれ ほ ど 自

信 が な くて ， こわ が りか， お母 さん と

妹 た ち に知 られ た くなか った ん だ 。 そ

れ で ぼ くは ほ らを ふ き， 何 で もえ らそ

う にふ るま うよ うに して きた の さ 。」

「君 は あれ だ け ほ らを ふ い て こわ が

っ たん だ って 。」オ ー ビル が た ず ね た。

ボ ー ア ン は うなず い た。 「小 さな 男

の 子 が 暗 い 中 を こわ くな い よ うに す る

た あ 口笛 を 吹 くよ う に， ぼ くは え らそ

う にす る こ とで 同 じ こ とを して い た ん

だ 。 本 当 は 家 を たて る こ と も， れ ん が

を 作 る こ と も知 らな い ん だ。 ぶ ど うの

木 を そ だ て る こ と も。 この家 や ぶ ど う

の木 の こ とが， 母 も妹 た ち を幸 福 にす

ヒき塾
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麟今
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菜雛鱗
笥 ｂ

る と思 っ たか ら， た だ知 って い る よ う

にふ るま って い た だ け な ん だ。 で も本

当 は とて もこま って い た ん だ 。」

ジ ー ヤが 言 った。 「もう心配 す るな，

ボ ー ア ン。 わ らを 使 って ど うや って よ

いれ ん が を 作 るか教 え て あ げ よ う。」

「ぼ くはお 父 さん の ぶ ど う畑 か ら強

くて 丈 夫 な切 り枝 を持 って きて あ げよ

う。」オ ー ビル が言 った。 「そ うす れ ば

ぶ ど う の木 を も っ とは や く大 き くさせ
し

る こ とが で き る よ。」

「親 切 に言
って くれ て あ りが と う。」

ボ ー ア ン は感謝 して言 っ た。 「友 だ ち

が で き たか ら， も う こわ い も の は な

い。 ぼ くは も との ぼ くに もど るよ 。」

「本 当 の 自分 の ま ま で い るの が いつ も

い ち ばん い いん だ 。」 ジ ー ヤ がや さ し

く言 っ た。 「そ の通 りだ 。」 オ ー ビル が

さん せ い した。 「ぼ くた ちが 本 当 に君

を 知 っ たか ら， 君 が ぼ くた ち の中 に住

む よ う にな った ん だ。 そ の こ とが と っ

て も うれ しい よ， ぼ くた ち は君 を 手伝

って あ げよ う， そ の た め に友 だ ちが い

る のだ か ら。」
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ろ う。 二 人 は ボ ー ア ンが悪 い れ ん がで

家 を 牟 て る のを ほ って お くの は，．．．お も ．

しろ い ．ζ と だ と思 って い た の で あ る。

しか しジ ー ヤ は一 晩 中 ね が え りを う

っ て孝 え こんだ 。 ボ ー ア ンに しか けて

い る こ と は た だ の じ ょ うだ ん な の だ ろ ．

うか。 なぜ か ジ ー ヤ は笑 う気 持 に なれ

な か っ た。

夜 が 明 け るとす ぐジ ー ヤは オ ー ビル

の家 に 急 い だ。 「オ ー ビル，「本 当 のれ

ん が は ど う して 作 る か ボ ｒ ア ン に知 ら

せ て や ろ うよ 。」

「ど う して 」 オ ー ビル は お こ
って 聞

い た。 「ぼ くは じま ん屋 の ボ ー ア ンを

笑 って や りた い ん だ 。」

「で も あ ま りい い こ とに は な らな い

よ」 ジ ー ヤ は言 っ た。 「ぼ くた ち は何

もボ ー ア ンの お母 さ ん と妹 さん に は悪

い気 が して い な いん だ。 雨 が 降 って 彼

らの家 が こわ れ る と彼 ら もひ どい δ６に

あ う よ 。」

そ こで オ ー ビル は考 え た。 そ して 言 ．

っ た。 「ぼ くは その こと を考 え て い な

か った 。 そ うだ ボ ー ア ンを助 けて や ろ　

う。 で も彼 はぼ くた ち の助 け を 受 け入

れ るだ ろ う か ６」 「や って み よ う よ 。」

ジ ー ヤ は言 っ た。

ジ ー ヤ と オ ー ビル が 着 く と， ボ ー ア

ンは も うれ ん が を 作 って い た 。． １

ボ ー ア ン は手 を腰 に お い て， 自信 あ

りげ に言 っ た。 「ぼ くは立 派 なれ ん が

作 りだ ろ う。 あ のれ ん が の 山 を 見 て く

れ 。」

「ぼ くた ち は それ を見 に き た の だ

よ 。」ジ ー ヤ は言 っ た。 「あ の れ ん が で

は強 い 家 は決 して た た な い よ 。」

（ ６ ）

「ど う して
」 ボ 「 ア ・ン’．は 言 っ た。

「じ ょうだ ん だ ろ う
Ｑ」 「いい や 」 オ

ー ビル が 言
っ．た 。「君 は わ らをれ ん が に

入 れ て い ない だ ろ う。 そ ん なれ ん が は ．

長 も ちす るわ けが ない よ 。」

「れ ん が に わ らを 入 れ る… …
」 ボ ー

ナ ン はお ど ろい て さ け ん だ。 ジ ー ヤ と

オ ー ビル は二 人 と も うなず い た。

「わ らが ど うを か た め る役 わ りを す

るん だ 。」ボ ー プ ンは ジ ー ヤ とオ ー ビル

を見 わ た した。 「ど う して それ を も っ

と早 く言 って くれ なか っ た ん だ 。」

ジ ー ヤ は ち ょっ．と こ ま っ た 顔 を し

た。 「君 は何 で も知 って い る と思 っ た

の さ， ぼ くた ち は，．君 が家 を た て終 っ

て， そ れ か らこな ご な に こわれ るの を

見 るの が お も しろ い と思 っ て い た。 で

もそ れ はだ ん だ ん 悪 い こ とだ と思 うよ

うに な っ たん だ 。」

オ ー ビル が 途 中 で 言 っ．た。 「それ で

ぼ くた ち は， たて 始 め る前 に知 らせ に

来 た ん だ 。 も っ と早 く言 わ な くて ご め

ん ね 。」

ボ ー ア ンは ただ つ っ立 っ て， 二 人 を

見 つ あて い た。

「あん ま り お こ らな い で くれ
。」 ジ

ー ヤ が 言 った 。 「ぼ くた ち は君 と君 の

家 族 に本 気 で 害 を 与 え る つ も りで は な

か っ たん だ 山 「ぼ くは君 た ち の こ とな

ん か お こ って はい ない よ。 それ よ り 自

分 自身 に対 して お こって い るん だ 。」と

ボ ー ア ンは言 っ た。

「．ど う して 」 ジ ー ヤ と オ ー ピル は と

て もび っ く り して 聞 い た。

ボ ーア ンの顔 は く しゃ く しゃ に な っ

て い た 。 そ れ は今 に も泣 き そ うに な っ

．轟．

ξ晦 新

鰹

騨

噸

お か しで あ そ びま しょう

翻脇
窃

ペ ギ ー ・ケ ィ ス ゼ ル

お うち で も ピ クニ ックへ い

っ た と きで も， か ん た ん に

「ち ょ う こ くあ そ び」 を す る こ とが で きます
。

ざ い り ょ う

い ろ い ろ な お お き さの お か し， ほ しぶ ど う， び よ （め
顎

．に つ か う） よ う じや
， ほそ いぼ う， （お か しをむ す ぶ た

に つ か う） ふ る い は さ み， か ん そ う した くだ もの６

じか ん を き めて ， つ くる もの は， ひ とで も ど うぶつ で

な ん で もよ い です か ら， す き な もの を じゆ うに つ くっ

て くだ さ い。

璽騰響
ち ょう ち ょに つ い て

職 総．
必 ㍉ 、 １

． ．㊧
ｌ ｌ

ρ ｌ ｌ
ｂ

よ うちょは面 白い ことに，世界 中どち

こにで もいて，バ ラの花 び らのよ う．

に弱 々し く見 えますが，実際はそ うではな

いのです。 ．“

本当 に北極 圏で も住め るちょうちょがい

ます。そんな ちょうちょは とて も珍 らしい

ですか ら， ちょうちょの中で も一番 きち ょ

うな ものです。 ちょうちょが とま・る草の葉

１枚 もない サハ ラ砂漠に住む別の種類 もあ

（ ３ ）

ります。一生の中 にあすのち ょ う ち ょ は

１００か ら数千 の卵を生みます。 卵は多 くの

場合緑ですが，時 々は黄色であ り，場 合に

よっ．ては青や赤い色を していて， 貝のよ う

な模様がつ いてい ることもあ ります，で も

卵は とて も小 さいのでけんびき ょうで見 な

い と見えません。 おすのち ょうち ょは甘 い

かお りを出 してめすをひきつけます。か お

りの もとが羽についていて，そのかお りが

空中 にただ ようよ うに，小さな空 気の くだ

が このか お りの もとか ら出ています。

ち ょうち ょはいろいろな色 がついて見 え

ますが，先が昆虫の羽に当 って色 を作 るの

です。羽 は小 さな うろ こでおおわれ， ち ょ

うど空 中の水た まが きれいな虹に見えるよ

うな， この うろこが光を色々な色にするの

です。 この うろこはとて も小 さいので皆 さ

んは これ を見 るの にけんびき ょうを使 わな

いと見 えません。 それで ちょうちょの学名

は．「レピ ドブテ ラ」 とい うのです。 これは
「うろ この羽 を したもの」 とい う意味です

．』
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「ぼ くはす ば ら しい 家 を た て る ん

だ 」 とボ ー ア ンは ジ ー ヤ とオ ー ビル に

ほ らを吹 い た。 「大 きな へ や を 二 つ作

るん だ。 一 つ は お母 さん と妹 とぼ くの

た め， も う一 つ は動 物 を 入 れ る所 に す

るん だ 。」

「君 は家 を た て る こ と につ い て どれ

く らい知 って るん だ。 君 はず っ と テ ン

トに住 ん で い た羊 飼 い の 少 年 だ った じ

ゃ な い か」 とジ ー ヤ が言 っ た。

「家 を たて る こ とな ん て 何 で もな い

こ と さ。」ボ ー ア ンは そ う言 い な が ら，

彼 らに手 をふ っ た。 「ど うを れ ん が に

た くさ ん入 れ れ ば い い の さ。 だ れ で も

そ れ く らい の こ とで き る よ 。」

ジ ー ヤ が オ ー ビル を 見 る と， オ ー ビ

ル は肩 を す くめて 見 せ た。 何 で も知 っ

て い る よ うに見 え た の で何 も言 う こ と

ば が な か っ た 。

ボ ー ア ンは パ レス チ ナ の 小 さな村 に

住 む よ うに な って か ら， ま だ ほ ん の少

・ し しか た って い な か っ た。 彼 とお母 さ
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廓 躍 懇 ．
１メ ノ

ヂ鰍 ，ダ ・．、 鎧

一謬 州 １窯 鰻総
漉

畷 μ騨 、亙

（ ４ ）

嘉 議
；

雀

みγ

鰍

１ 擬

．１ 鶴 漆、

く酒 欝・鑑多

瓢

撫

ｌｌ悔

欝

融鉱

財 臨 ∬ ㍗ ・・、

藤
諺 虹

▼ 曜．． Ｔ一下一 Ｗ ▼

ん， そ して 二 人 の妹 は， 羊 飼 い だ っ た

お 父 さん が死 ん で か ら， 村 の はず れ に

テ ン トを は って す ん で い た。 ボ ー ア ン

は 一 番年 上 で た だ一 人 の息 子 で あ っ た ’

の で， 今 家 族 の長 とな って い た。 彼 の

新 しい地 位 は彼 を思 い あが らせ た よ う

で あ った。 ボ ーア ンは ど こ へ 行 っ て

も， 自分 の し よ う と して い る こ とを じ

ま ん して 歩 い て い た。

「ボ ー ア ンが あ ん な に ほ らふ き で な

け れ ば ぼ くは彼 が もっ と好 き に な る の

だ け どな 。」 オ ー ビル は ジ ー ア に 言 っ

た。 ジ ー ヤ は うなず い た。 「ボ ー ア ン

はす ごい ん だ よ。 彼 が 話 す のを 聞 いて

い る と， 彼 は何 で も知 って い る み たい

だ。 そ して あ た か も彼 の家 族 が 動 物 の

大 群 を か って い る よ うな 口 ぶ り な ん

だ 。」 オ ー ピル は笑 っ．た。 「そ う と も。

１ぴ き の年 とっ た ヤギ とそ の 子 ヤギ だ

け の大 群 さ。」

「それ に ボ ー ア ンが うえ た ち っぽ け

な ブ ドウ の木 が大 ぎ くな る と思 って い

るん だ か らな 。」と ジ ー ヤが言 った 。

二 人 の 少 年 は笑 った 。 ボ ー ア ンは家

を た て る こ と につ い て も， ブ ドウの木

を そ だ て る こ とに つ い て も， た くさん

学 ば な け れ ば な らな い こ とが あ った。

ボ ー ア ンが ま ちが い を して， ぺ っ しゃ

ん こに な るの を 見 るの が楽 しみ で あ っ

た。 ジ ー ヤ とオ ー ビル は長 く待 つ必 要

は な か っ た。 ２， ３日後 ， 二 人 は ボ ー

ア ン と彼 の 家族 が住 ん で い る テ ン ・トの

前 を通 っ た。 ボ ー ア ンは そ こで れ ん が

を作 って い た。

「見 て み ろ」 ボ ー ア ンは ほ こ ら しげ

に言 っ た。 「ぼ くはれ ん が を も う山の

（ ５ ）

よ う に作 った ぞ。 も うす ぐ家 のか べ を

つ み あ げ るん だ 。」 、 隔

ジ ー ヤ とオ ー ビル は ボ ー ア ンが働 い

て い るの を しば ら く見 て い た。 そ して

二 人 は家 へ帰 った。

ジ ーヤ は こ うたず ね た。 「オ ー ピル

君 は ボ ー ア ンがれ んが を どの よ うに作

って い た か 見 た か い 。」

オ ー ビル は うなず い た。 「一 本 もわ

らが入 って い な か っ た。 雨 が ふ り出 し

た られ ん が は ば らば らにな る よ。 ボ ー

ア ンは大 きな どう の 山 の中 にす わ る こ

とに な るん だ 。」 「じゃ， わ らを入 れ る

とれ ん が が し っか りす る こ とを 知 らせ

て や ろ うか」 ジ ー ヤ は たず ね た 。

オ ー ビル は頭 を よ こ にふ った ♂ボ ー

ア ンは何 で も知 って い るつ も りだ。 つ

らい め を して わか る よ うに して や れ 。」

ジ ー ヤ は さんせ い した。 ボ ーア ンの

が っ か り した顔 を 見 るの を楽 しみ に し

て い た。

しば ら くして ジ ー ヤが 家 に 帰 る とジ

ー ヤ の母 が言 っ た。 「私 は今 日ボ ー ア

ンの お母 さん と話 を して きま した。 彼

女 は二 入 の娘 さん と， ボ ー ア ンが たて

て い る家 の床 に し く， きれ い な しき も

のを あん で い ま した。・お母 さ ん は とて

も自分 の 息 子 を ほ こ りに思 っ て い ま し

た 。」

ジ ー ヤは 何 か悪 い こ とを して い る よ

うな 気 持 にな つた。 彼 は ボ ー ア ンの母

と妹 た ち の こ とを忘 れて い た。 ボ ーア

ンの 家 が くず れ た ら， 彼 らも ひが い を

うけ るの で あ る。 ボ ー ア ン に知 らせ る

べ きだ ろ うか。 いや ， それ はで きな か

った。 オ ー ビル が そ う したが らな い だ

嚇



教 会 の 全 て の ス テ ー キ部 ， 伝 道 部 の扶 助 協 会 の女 性 は， この ９月 に， デ ビ ．ド ・０ ・

当 マ ッケイ大管長 に私 たちの愛 と感謝の意を表 します。過去長年にわた って，マ ッケ

イ大管長 の勧告 を受 けて，私た ち姉妹 は，家庭で，．扶助協会の組織で，霊的な面，文 化的

な面 か ら祝福 を受 けて きま した。大管長の慰 め，励 まし， そして霊感 の言葉 は，全世界 の

姉 妹を導 く光 となって きま した。扶助協会の女性た ちは，予言者 ，聖見者、啓示 を受 ける

者 である大管長が この９５回目の証 生 日を迎 え られて， この末 日に予言者 を与 え られて夫の

．父 なる神 に感謝 してい る教会の会員が，あなたに感 謝 し， 愛を感 じて いる ことをおわかり

くださるよ う希望 し，祈 ってお ります。

全世界 の扶助協会の会員が，再び信仰，知 恵，永遠 の真理 の言葉を味 わうことがで きる

よ う， ここにマ ッケィ大管長か ら姉 妹たちへの勧 めを抜奉 して載せ ま した。

母で あること

世界で最 も貴い召 しは，母になる．ことの召 しで ある。本 当の母 とな ることは，あ らゆ る

芸術の中で も最 も美 しい芸術 であ り， あ らゆる仕事 の中で も最 も偉大な仕事であ．る。 絵画

で傑作を描 くことので きる婦人 や，数 百万 の人 々に影響を与え る本を書 くことので きる婦

人は人類 の喝采 と賞賛 を受けるであろ う。 しかし，健康で素晴 らしい息 子，娘を立派 に育

て，彼 らの不滅 の霊が，絵 が色 あせ，本や橡 が滅んだ後 も，幾世 にもわた って人々に影 響

を及ぼすよ うに した婦人 は，人 が与 えることので きる最高の栄誉を受け るに適 わ しい。

幼 い子供 の純 白の心 に最初 に記 され るもの は，母親の概念であ る。最初 に安 全の感覚 を

目覚 め させるのは，母 の愛撫で ある。最初 に愛情を覚え させ るものは母親 の接 吻である。

この世には愛 があることを最初 に確信 させ るものは母親の同情であ り，優 しい心 である。

……子供 時代 の最初の数年間 に植えつ けられた影響は
，永続性 と拘束力 があ り，香 りが，

しおれて ゆ くバ ラか ら離れない ように，生涯を通 じて子供 か ら容 易に去 らず，思想や記憶

に浸透 している。

母親 の鋭敏 な，優 しい影響力が人類の進歩 と行 く末 に非常 に力強 い役割 を果 しているが

ゆ えに，母親 は美，慎 しみ，同情，快活，敬 廣，そ して他 の数多 くの崇高 な徳 を備 えて い

なければな らない。

家 庭

一致，互 の助 け合い， そして愛のあ る家庭 は，ち ょうど地上 における天 国になぞ らえる

ことがで きる。私は少年の頃か ら家庭 で一度 も父 と母 の間 に不一致が見 られなか った とい

う記憶を，感謝 しつつ大切に してお り，そ して謙遜 になる ことがで きて いる。．調和，善意

一致，相互の理解な どの徳が全ての家庭 には ぐくまれ なけれ ばな らない。

訓戒よ りも模範の方が力強い。 両親 は，子供 たちが礼儀，誠実，節度，いつで も美 しい

ことを行 う勇気をお こすためには， こうな って欲 しいとい う状態 に自らが まず達 する義務

があ る。家庭を築 くことは一つ の芸術 であ．る。最初人 は家庭を築 くことに関 して芸術 とい

う言葉を使 うことに反対 するか も知れ ない。 しか し美 しい家庭を築 くのに知識 と技術 を応

用す ることは，最高の達成 事業 である。

家庭を築 く芸術 とい う言葉 により，私 は子供の生活 に，直観的に美 しい もの，純粋 な も

の，徳高 きものを愛 し，直観 的に醜 いもの，偽 りの もの，不道徳 な ものか ら遠去 かるよ う

に導 く，霊の気高 さを教 え諭す ことを言 って いるので ある。

家庭を築 く芸術 には，父 と母 とい う二人の芸衛家の仕事 と技術 があ らわれていな くては

な らない。 もし二人 が交 叉する目的をもって働 くな ら，彼 らの努力は しば しば失敗す る♂

もし二人が，彼 らの生 きた創造物 に毎 日働 きか ける際，互い に相手の必要 とす る ものを満

た しなが ら，調和 をも って働 くな ら，結果 は人類に とって暗い影 や呪い となる ζとな く，

誉 れある少年 少女 とな って現 われ よ う。

個人 の徳

感 謝する とい うことは大 きな徳で ある。 もし夫 と妻が家庭で もっと頻 繁に感謝 の言葉 を

口にすれば，妻 はもっ と幸 わせ になるだ ろう し，夫はおそ らくもっと優 しくなるだろ う。

子供 を しつけるに当って その克 己。子供 は，家族の他の人に影響 を与えるか ら，行動 に制

限な く走 りまわるままにされて お くべ きではな く，正 し く指導 し， しつけなければな らな

い と私 は思 う。 これは子供 に残酷であ りな さい と言 ってい るよ うに とれるだろ うか。 そわ

うではない。 そ うなる必要 はないが， 「いけない」 と言 う時には， いけないことを本 当に
も

か らせるよ うに言 うこ とが必要 なので ある。

扶助協会
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Ｍ ＩＡ と ガ ー ル ズ ・

プ 口 グ
ゆ
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もし統計の数値が心臓の鼓動を打ち，まばた く眼を持ち美

しい髪 と顔を持つ ことがあるとするなら，それはガールズ・プ

ログラムの中にある。２１年前，少年のためのアロン神権プロ

グラムに比較できる少女のためのプログラムが，教会の管理

監督会で準備 された。大管長会は，ステーキ部，ワード部，

支部のＹＷＭ ＩＡに教会のガールズ ・プログラムを管理する

よう責任を割 り当てた。

このプログラムが存在する主な理由は，少女たちが皆教会

のどこにいるかわかり，各少女の活動 と出席の記録をつけ，

また全ての教会の集会 と活動に首尾一貫 して参加 している少

女たちを知 るためである。そしてまた，愛のある思いや りの

精神で，教会に不熱心な少女たちを助けるためである。

少女が１２才になって，Ｍ ＩＡ年度の初めに始めてＭ ＩＡの

集会に出席すれば， この少女の名前はガールズ ・プログラ民

に登録 される。 この少女の情報一 両親 誕生日そ して彼女

の才能一 を全て記入 した黄色のカー ドが作成される。その

少女の６年間を通 じて，毎週彼女の出席 した集会の数，奉仕

の時間，話をした回数，そして彼女の受けた賞の記録がつけ

られる。

もし少女が一つの町，県あるいは国からよそへ移れば，そ

の黄色のカー ドは彼女がどこへ行っても彼女について移動す

る。 このカー ドは最新の期日まで記録がつけられ，失われる

ことなく転送 される。 このカードは，統計上の数値もそうで

あるが，ある意味で， 「生きた」ものになるのである。

非会員の少女も望むな らこのプログラムに参加するζとが

できる。彼 らも個人賞に要求された同 じ項 目を満たすことが

できる。

時々小さな村か ら大きな町に少女が移 ることがある。 もし

彼女が自分を取 り巻 く環境と人々に十分順応 で き な かった

ら，彼女は寂 しく感 じて，Ｍ ＩＡに参加していこうという気

１６

が挫けるかも知れない。 しかしガールズ ・プログラムは，関

心を持…ち愛のあるＹＷＭ ＩＡの教師や役員を通 じて， これ ら

の少女を助け，慣れるようにし，前の環境に引き続いて彼 ら

の活動を続けてい くようにする。 ワー ド部あるいは支部書記

からそのステーキ部あるいは地方部のガールズ ・プログラム

の書記にす ぐこの 「黄色のカー ド」が送 られ，そこから新 し

い地域のステーキ部あるいは地方部の指導者へ送 られ るの

で，彼 らは新 しいワード部，あるいは支部で腕を拡げて歓迎

されるのである。このようにして一人の少女 も 「失われる」

ことはないのである。

少女たちは年に少 くとも１０時間，慈善の奉仕をする。彼女

は，報酬を受けずに非利己的に喜んで他人のために奉仕する

活動に参加して， この奉仕を達成する。彼女は奉仕する喜び

のために，そして社会の一員 として奉仕することが少女に期

待されることなので，奉 仕活動を実践するのである。ただし，

奉仕計画による経験は，家族の間で行 う日常のもの以外のも

のでなければならない。’他の人に奉仕する有意義な計画に参

加 した経験のある少女は，いつもその事を非常忙幸福な経験

として記憶するであろう。

もし少女が一年間に日曜学校，Ｍ ＩＡ，聖餐式に少 くとも

３６回出席 し，奉仕計画に十分参加し，また教会の集会で話を

し，Ｍ ＩＡ活動に参加し，清い生活を保ち，更に什分の一を

守 り，知恵の言葉を守 って い れ ば，各Ｍ ＩＡ年度の終 りに
「個人賞

」の証書が与えられる。一回個人賞を受けとると，

その後の賞には，獲得 された賞の回数の入ったシールが貼 り

付けられる。少女は毎年個人賞を受けることができる。七回

個人賞を受けた人は，ガールズ ・プログラム七年賞 として美

しい金製または銀製の大メダルが与えられる。

全ての少女は特別な少女である。……自分自身にとって，

両親にとって，教会の指導者，天父なる神にとって大切な存

在である。

全ての少女は自分が真実の行末を身に受けた最 も貴重な存

在であることを覚えるように，特別な考慮が払われ，理解さ

れなければならない。ＹＷＭ ＩＡ指導者は，皆各少女に考慮

を払い，その少女が必要としていること，彼女の抱負を理解

してあげ，個人的に注意 してあげなければならない。ガール

ズ ・プログラムはＭ ＩＡビーハイブ，Ｍ ＩＡメイ ド，そして

ローレルのクラスを通 じて促進 される。少女たち・はＹＷＭ Ｉ

Ａ指導者の助けと忠告を求める。指導者はこの時，自分の生

涯の中で少女たちの指導者 として神聖なそして大切な責任を

引き受けているのである。指導者は少女 たちとの個人的な親

しい間柄を通して，少女たち一人一人の必要に答えるよう努

力し，少女たちが福音に対する強い証を育て，幸福な生活が

送れるように助けるのである。

監督や支部長は任命されるとす ぐ，ガールズ ・プログラム

について詳 しく説明したガールズ ・プログラム案内を渡され

る。

※個人記録カー ド （黄色）ナンバーｃｃ－０６５
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理学者ソーンダ・イクは彼の 「直接行動の法則」を論ず心

るに当って，私たちは自分が学んだように自分の知識

を使い勝ちであると言っている。私たちはスカウトたちに毎

日親切をほどこすことを通 して，奉仕の原則を賢明に教えて

いる。私たちはもし福音を単に教室の中で話すことによって

のみ教えようとするなら，私たちは最終的に福音の原則を反

復 し話す ことのできる青年男女を得 るだけにとどまることを

覚悟 しなければならない。そ して これは私たちの 現・状 で あ

る。 ’

しかし私たちは教室で福音の原則について話 して彼 らを教
た

える時， 日常生活でその原則を実践するよう決心させている

日曜学校

学 校

と言えるだろう。そして私たちは皆その通 りであると知って

いる。生徒たちは多 くの場合，・私たちが話 した原則を実践 し

ようと固い決心をして教室を出る。 しか し問題はこの決心を

した生徒のどれだけが実際にその通 り行 うかである。何人の

生徒の生活が本当に変えられたであろうか。私たちは教師と

圃して
，良い決心を実際に行なう方法を教えなければならないｂ

直接行動の法則

私たち教師は，生徒に決心させるだけであって は な らな

い。私たちは意識の中にソーンダイクの 「直接行動の法則」

を焼 きつけなければならない。生徒が学んだ事柄を活用する

よう，私たちの意図に添って学ぶように，十分注意する必要

がある。私たちがスカウ トに教えているのは，このような方

法によっている。私たちが 日曜学校で教えるのも， このよう

でなければならない。

人はアルファベットをＡからＺまで覚えて，その通 り速 く

復唱することができる。 これをＺからＡ ま で言 って見なさ

い。ずっと長い時間がかかることがわかるだろう。私 たちは

習ったように， ものを用いる傾向がある。もし生徒が教室で

基本的な原則を話 し合 うことによって福音を学ぶなら，おそ

らく生徒は福音をよく論 じる者 となるだろう。一方もし生徒

がその一週間福音の原則を実践することによって福音を学ぶ

なら，生徒は福音をよく実践する者 となるだろう。そ して こ

れが私たちの望んでいることである。生活の中でキリス ト教

の原則を実践する必要がある。
ロ ギゾ

「そ して
， 御言 を行 う人 に な りな さい。 ∴… ・た だ聞 くだ け

の者 と な って はい けな い。 お お よ そ御 言 を 聞 くだ け で行 わ な

い人 は， ち ょう ど， 自分 の生 れ つ きの顔 を鏡 に映 して 見 る人

の よ うで あ る。 彼 は 自分 を 映 して 見 て そ こか ら立 ち去 る と，

そ の と た ん に，自分 の姿 が ど ん な で あ っ た かを 忘 れ て しま う 。

これ に反 して ， 完 全 な 自由 の 律法 を一 心 に 見 つ め て た ゆ ま

な い人 は，．聞 いて 忘 れ て しま うので はな くて ， 実 際 に行 う人

で あ る。 こ うい う人 は， そ の行 い に よ って 祝 福 され る 。」

（ヤ コ ブ １ ：２２～２５）
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人の生活を福音の原則に添 って変えるのに役立つ一つの方

法は，各 レッスンに 「学習の目標」を設けることである。学

習の目標 とは，その週に生徒が自分の生活の中で，原則を生

かすためにすることのできる何かのことである。

数年前私はエール大学のエルネス ト・リゴン博士が，学習

の目標を使った例を示すたδ６に教えた一つのクラスを見学す

る機会があった。博士は８人の若 い 男女 に 「良きサマ リヤ

人」のレッスンを教えていた。生徒たちの年齢は１７歳と１８歳
ヘユ ゆ

で あ っ た。

博 士 は生 徒 に この物 語 の意 味 が よ くわ か る よ うに， １０分 間

費 した。 残 りの３５分 間 で博 士 は この原 則 を 実 行 す る よ う一 人

一 人 の生 徒 に割 り当 て を して い た
。 博 士 は最 初 ジ ョン に向 っ

て こ う尋 ね た。 「ジ ョ ン， 今 週 君 は ど の よ うにす れ ば よ きサ

マ リヤ人 に な れ るか ね ？」 ジ ョン は答 え て 言 っ た。 「僕 はバ

スケ ッ トボ ー ル が大 好 き です 。 僕 は コ ー チを とて も尊 敬 して

い ま す。 で も僕 と同 じ く らいバ ス ケ ッ トの 好 き な友 達 は， コ

ーチ と うま くや って い け ませ ん
。 僕 は友 達 と コ ーチ の 間 の 問

題 を解 決 して よ い サ マ リヤ人 に な りた い の で す 。」 そ こで リ

ゴ ン博 士 は ポ ケ ッ トか ら １０ｃｍ ×１５ｃｍ の カ ー ドを取 り出 し

て， ジ ョンの両 親 に彼 らの息 子 が 友 達 と コ ーチ の 問 題 を解 決

す るの を手 伝 っ てや って 欲 しい と注 意 書 きを した。 この 注 意

書 きを した の は リゴ ン博 士 に よれ ば， ２５年 間 性 格 の 発 展 を 観

察 して きた結 果 ， 日曜 学 校 で教 え るだ けで は，評 価 し得 る発

展 が観 察 され な か っ た か らだ と言 う。 家 庭 と 日曜 学 校 が協 力

葛

して始めて性格の大きな成長と発達がなされるのである。

リゴン博士はクラスの生徒一人一人 と話 し合った。生徒は

日曜学校のクラスを出た時，一人一人皆その週の間，よいサ

マリヤ人になる経験を しようと自分の計画を持 っていた。

もし生徒が福音をよりよい生活の指針とするように期待 した

いなら，私たちは生徒が実践することによって真理を学ぶよ

うにしなければならない。教師の側のこのような鋤 きは，私

たちの教えを，良い意図だけの 「危い領域」から実践の 「立

派な領域」に移 してくれる。

実践することを学びとる

私たちは自分が実践することを学ぶものである。私たちは

実践することによって，福音の原則の証詞を得 る。イエスは私

たちに生活の中で実践することによって真理を発見するよう

に強 く勧めている。イエスは宮にのぼって教えて言われた。

「神のみこころを行おうと思 う者であれば，だれでも，わた し

の語っているこの教えが神からのものか，それとも，わたし

自身から出たものか，わかるであろう」 （ヨハネ７：１７）私

に過ちを犯 した者を許すのが賢いかどうか知ろうと思えば，

私は喜んで実験をしなければならない。私に過ちを犯 した者

を許すことによって，私は赦 しの原則を学ぶことができる。

人を赦せるほど謙遜になることができた時，その個人に来 る

平和を自ら発見することができる。私たちは実践 したことを

習得するのです。 ドロシー ・ローはこのように書いている。

子供は批判を周 りに聞いて大きくなると，非難することを

聖 餐 会 の 前 奏 曲

Ｍ ｅｌｖｉｎ Ｗ ．Ｄ ｕｎｎ
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覚える。

子供は敵意に囲まれて大 きくなると，戦 うことを覚える。

子供は恐怖を周 りに見て大 きくなると，案 じや す い 者とな

る。

子供はあわれみを周りに見て大き くなると，自分が可哀そう

に感 じるようになる。

子供はあざけられて大 きくなると，恥ずかしが る よ う にな

る。

子供はねたまれて大きくなると， 自分に罪があると感 じるよ

うになる。

子供は寛大に扱われて大きくなると，忍耐強 くなる。

子供は励まされて大きくなると， 自信を持つようになる。

子供は賞められて大きくなると，感謝することを覚える。

子供は受け入れ られて大きくなる≧，愛することを覚える。

子供は認められて大きくなると， 自分を好 くようになる。

子供は表彰されることがあると， 目標を持つことが良いこと

を悟る。

子供は正直な人に囲まれて育つと，真理 とは何か知るように

なる。

子供は公平に扱われて大きくなると，正義を知 る よ うにな

る。

子供は安全な環境で育つと，自分自身と周囲の人を信頼する

ようになる。

子供は仲良 く接する人々に囲まれて大 きくなると， この世界

が素晴しい所であると知 るようになる。

私たちは実践したいことを習得す るのであると，確信をも

って言 うことができる。私たちはイエスが山上の垂訓で言わ

れた ３つの段階を踏むことによって，敵を愛することを学ぶ

のである。私 たちは什分の一を払 うことによって，実際にも

感覚の上でも什分の一について学ぶのである。私たちは丁度

泳 ぐことによって水泳を， プレーすることによってバスケッ

トボールを覚えるように，謙遜になることによって謙遜を学

ぶのである。

福音の原則を活動的にしなさい

人は実践 したことを習得するということを頭において，教

師は日曜学校のクラスで教える時，彼の教える原則が生徒の

その後の山週間の生活に直 ぐ現わせるものにしなければなら

ない。教師は４５分のクラスを司会することだけで義務を遂行

することはできない。教師は生徒が生活の中に福音の原則を

活用するのを助けていなければならない。

教師が抽象的な道徳の原則を生 きた状況に転 じた時はいつ

も，学習が促進されることを私たちは知 っている。私たちは

実践 したことを習得するのである。

９ 月 の 聖 句

大 人 日 曜 学 校

イエ スは言 われ た 「心 をつ くし， 精 神 をつ く し，想 いをつ くし

て，主 な るあ なた の神 を愛 せ よ」 （マ タイ２２：３７）

子 供 日 曜 学 校

「なぜ な らば， よい もの はみな神 か ら出 るか らで あ る」

（アル マ ５ ：４０）
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見
管理 監督会 ロ バ ー ト Ｌ． シ ン プ ソ ン

日 近の，あ る夕べ の こと，高校生の年 代の少女を教 えてい る信仰取

の強 い素晴 しいＭ ＩＡの教 師は， よ く準 備 した レッスンを始

め ようとしたが，急にその正規 の レッス ンをやめて，不道 徳のもた

らす悲劇について話すよ う 「みたま」に導 かれま した。 レッス ンが

中ば に達 した時 教会の駐車場か らい らい らした 自動 車の警笛 が聞

えて きま した。ついに警笛は止んで，若 い男性の乗 った 自動 車は出

て いきま した。 この ク ラスの霊感に導かれた レッス ンが終 る と，一

人の涙 ぐん だ しか し感謝の念 に満 ちた女性が他の人 々の帰 るのを待

って，指 導者 に 「あの警笛は私を呼んでいたのです」 と打 ち明けま

した。 そ して その女性 はこう言 いま した。 「私は今晩を最大の夜 に

しよ うと決 めて いま した。 そ してあの警笛は準備が全部揃 ったか ら

彼 は待 って いるという合図で した。あなたが言われた事 とあなたが

話 された態度で，私 は人生で最 も重大な過 ちか ら救われま した。私

は今 晩の事 を決 して忘れ ません 。」

丁度 ６年 半前 ブ ラウ ン副監督 と私 は， マ ッケ イ大管長が新 しい

管理 監督 に，非常 に大切 なチ ャレンジを述べ られ るのを，一心 に聞

いてお りま した。 中で もバ ンデ ンバー グ監督 の主 な責任 は，数千の

全世界の若 い男性 に対 する ものであるとの指示を受 けま した。 それ

か ら非常 に明白な指示 が，生 きた予言者 の口か ら聞 かれ ま した。彼

は こう言 いま した。 「監督 あなたは同 じ年代 の女性 にも，同 じ位

大 きな関心を持 たなければな りませ ん。」

６年半前の断固 とした しか し優 しい指示 の精神 をもって，私 は若

い女性の皆 さん 目に星の輝 きを，心 に大 いなる希望 を持 ち， し

か しあま りにも多 くの場合， 目ま ぐる しく動 き， 気短 かで変転 して

止 まない社会の中 にあ って，心を定め ることがむつ か しい若 い女性

の皆 さん，今 日話を聞いてい る皆 さんに率直にお話 しす る ことに し

ま した。私 は心 に熱い祈 りを もって，また皆 さんがた若 い女性 が心

を柔 らげて皆 さんの希望，夢，抱負の世界に私の訓戒 を入れて考 え

て下 さるように， そ して私を友 として，皆 さんの幸福，福祉 に深 く

関心 を寄せ ている者 と して受 け入れて下 さるよう祈 りなが ら，私の

主題 に入 っていきたいと思 います。普通の若 い女性 はみな優 しい事

柄 ，愛 の事柄，霊 の事柄 そうです，将来 お母 さん にな ること，

忠実 なそ して永遠 にわた るつ れあい との生活 それ に優 しく愛あ る

天 の御 父の娘 にだけ与 え られ る神聖 な委 任につ いて の霊的 な考え に

つ いてまた心 に溢 れる永遠の しか し捕 え難 い希望を成就 させ ること

につ いて， 関心 を寄せて います。 もちろん私 もそ うです。 あなたが

たはあま り遠 くない昔，天父 なる神 の御前 を去 る時 に， この委任 を

個人 的に神 か ら受けたのです。

前 に私 は一人 の女 の子 がこ う言 うのを聞 きま した。 「私 は何なの

で しょうか。私 は呵の役 に立つ の で しょうか 。」 さて，…つの重要

な点は，あなたが最終 的な況福 を受 けるにふ さわ しいか どうか試す

ため，天 の父なる神 か ら割 り当て られて この地上 にいるということ

です。聖 典の言葉によれば 「これによ りて彼 らを試 し，何 にて もあ

れ，主な る彼 らの神 の命 じたまわんすべて のことを彼 らが為すや否

やを見ん 。」 この聖 句の中で天 の 父 なる神 は， この地 上 に 来 るた

め，試 験に通 らなければな らないことにつ いて言 って おられ ます。

あなたがたは この試験 に通 ったのです。 あなたが たは既 にひいで る

能力を示 したのです。続 いて この生涯 に私 たちが成す働 き に つ い

て，主は従順であ ることを証明 した人 は全 て 「とこしえに栄光 をそ

の頭に附け加え られん」 （アブラハ ム３ ：２５～２６） と素晴 しい約束

を して お られ ます。

神の家は秩序の家です．そ してあなたはその秩序 と計画 の一部 と

して，個人的な そして直接の委任によ って ここにいるのです。 あな

た は神の形 にかた どって創造 された とい うことが大切です。 「……

神 は自分のかた ちに人を創造 された。すなわち，神 のかたちに創造

し，男 と女 とに創造 された 。」（創 １：２７） あなたは この簡 単な真理

を知 って，理解 して いることは呵 と幸いな ることで しょうか。 この

世 で比較 的わず かな人 しか この ことを受けいれていませ ん。 あなた

が神 の一部で あること，個人的に神があなたの霊の父である こと，

あなたの内には神か ら授か った力があ ることを知 って， あなたの考

２０



え，行いは全て高い水準になければな りません。 この神か ら授か っ

た力 によって理論的に思考 する力 ，考 える力，管理 し永遠の光栄を

得 る力が得 られます。 しか しこれは神 の条件，神 の正義 の条件 に合

ってのみ起 るのです。

「私 は何なので しょうか
。 私は何の役 に立 つ ので しょうか。」 と

んで もありません。あなたやあなたのよ うな若 い女性 がいなければ ．

生命 は終 りをつげ，神の大 きな計画の基 いが挫 かれ ます。

若 い女性の中に，創造の潜在力，以前に神 に創造 された霊 に地上

の体 を与 える力があ るとい うことを知 って，感 激 しない女性 がある

で しょうか。死すべ き人は誰 もこれ以上に大 きな栄誉 を持つ ことは

ないのです。 あなた は生命を永続 させ る過程において，天父なる神

と協力 する ことになるのです。 この考えは非常に大 きな力を持 って

います。神 と協力 する決心 を しようとす るな らば，．あなたにある最

善の ものを活用 しなけれ ばならな くな ります。あ らか じめ考え，計

画 しなければな りません。決 して衝動 によって してはいけません。

この神聖 な過程 を踏む には，ふ さわ しい人でな くてはな りません。

ごく最近私 たちの家族 は新 しい ラジオを買 いま した。私た ちは皆

早 くつけてみたか ったのですが，家族 の一人が ラジオについていた ．

説明書に太い字で こう書 いて あ る の を見て，皆の注意を促 しま し

た。 「ラジオ を つ け る前 に この説明書 の注意 をよ く読んで くだ さ
の

い 。」私たちはまず間違 った電源 にさ し込 むと， 多額 の損害 を受 ける

とい うことを知 りま した。 うま く操作 して長 く使用 し， この ラジオ

を楽 しむため大切 な ことが他 に も幾つ かある ことが わかりま した。

あなたの生活に とって大切な教 えが，長年 にわた る歴代 の予言者

によ って与え られています。 もし幸福 と成功 を望 まれ るな ら， これ

らの教えを理解 し，実践 しなければな りません。人の命 は １万 ５千

円の ラジオよ り値 うちのない もので しょうか。 ゲー ムを しよ うと思

えば規則を知 らなければな りませ ん。 もしあなたが特定の祝福を望

むな ら，あなたはその祝福 の基づ く律法 に喜 んで従 わなけれ ばな り

ません。 （教義 と聖 約 １３０：２０～２１参照）

私た ちが暗闇の中を模 索 して時を過す よ うには決 して意図 されて

いません。 予言者 は これまでに出版 された中で，最 も優れた訓戒の

手引書を私たちに くだ さったので した、聖典 の中に私 たちは道 しる

べを，人生の規則を，またあ らゆる問題 の答 えを見 つ け る ことが

で きます。 次のよ うに記 されています 。 「示現 がなければ民 は減 ぴ
Ｍ

る。」 （箴言２９：ユ８訳英文通 り）

若い女性の皆 さん，あなたがたの示現 はど うです か。示現 は知識

な くして受け られますか。 ゲームの規 則を知 らないで， うま くゲー

ムがで き，規則に従 ってあなたの能力 を最大 限に生 かせ ると期待で

きますか。皆 さんについて神 がど うお考 えであるか お教 え しま しょ

う。 もしあなたがいつの 日か神 の霊の子供 たちに， 肉体 を与 えると

い う神聖な義務を負 うとす るな ら，あなたの個人的 な健康上 の習慣

はで きる限 り完全でなければな らない， と私 は思 います。 アルコー

ル飲料 とタバ コは主 か ら禁 じられています。 タナー副管長 はこの こ

とを非常に明 らかに されま した。

私た ちは皆適切な食物 を食べ ，十分休息 を とり，カ ー杯働かな け

．ればな りません。虎 だ社 交上受け入れ られるだけのために，良い健、

康 と健全な心 に有害な これ らの ものを食 し， その間神 の協力者 と し

て健康な体を備え る義務に背を向ける， とい うのは私 の考 え方 によ

れば，言いわ けのたたない ことです。

この ことが どれ程大切で挙 るか一つ の短 い例 をあげますか ら，一

緒 に考 えてみ まし ょう。若い女性 の皆 さん，早産 の内，死産の率 は

喫煙 していた婦人の問では，普通 の人 の ４倍 だという，．最近の調査

結果を．ご存 知ですか。 そ うです ，女性 の皆 さん ４倍なのです。

神が こう言われたの も当然です。 「あなたが たは神 の宮で あって，

神の御霊が 自分の うちに宿 っている ことを知 らないのか。

もし人が，神の宮を破壊 するな ら，神 は そ の 人 を滅ぼすで あろ

う。なぜな ら，神 の宮は聖 なる も．のであ り， そ して， あなたがた は

その宮 なのだか らであ る。」（コ リン ト前 ３ ：１６～１７） 事実 神の勧 め

を無視 して私た ち自身を滅すのは私た ちなのです。

「ただ
乳主 にあ っては，男な しには女はない し，女 な しには男は

ない。」 （コリン ト前１１１１１） この ように神は昇栄の機会を均 しくさ

れたのです。 これ は丁度 ２＋ ２＝ ４と同 じように真実なのです。 永

遠 の真 理です。 これ は変 る ことがあ りません．

皆 が新 しい道徳 につ いて話 して います。神 の道徳の規則か ら離ｉれ

るものは，どれ も神 の 目に受け入 れ られ ませ ん。神 はきの うも， き

ょうも． とこしえまで変 りませ ん。私 たちの幸福 のたあの神 の御計

画 も同様に変る ことがあ りませ ん。 この前提 の下で は，人 をだます

人間に主唱 された新 しい不道徳 はあるか も知 れませ んが，新 しい道

徳 とい うものはあ り得．ません。 ただ敵だけが，無知 で誤 って導 びか

れた人， それか ら疑わ しい仲間 とう き合 う危険を犯 す人をいつ もわ

な にかけ ようと，たえずた くらみを 企ててい るのです。

気高い心を持 って生まれた若い皆 さん，あ らゆ る偽 りの父 あ

なたがたの堕落を最大の勝利 と老えてい るあの偽 る者 に敗 れてはい

けません。がまんで きないよ うではいけません。忍耐について言え

ば，つい昨年の こと，南 カ リフ ォル ニアの一人の信仰の篤い女性 に

次の ような困 った問題が ありま した。 ジムはす ぐに もヴ ェ トナムへ

出か けるところで した。彼は出かけ る前に結婚 しよ うと強 く押 しま

したが，．彼女が夢見ていた型の結婚がで きるようにす るためには，

あ る特別な問題を克服 しなければな りませんで した。彼女は彼を愛

して おり，結婚 したか ったのですが、彼女の素晴 しい両親 は，本当

に知 るたあ に ３カ月の交際は最 低どうして も必要で，不十分な位だ

と譲 りませんで した。ついに待つ ことに決ま りま した。

彼が ヴェ トナムにいた その後 の１２．ヵ月間に，彼 らが交わ した文通

は非常 に立派な もので した。彼 らの愛は成長 しま した。デ イ トを し

ていた時の軽い 内容の会話には見 られなか った事柄 を，手紙 で話 し

合 う力を二人は知 りま した。今彼は帰 っています。 私は彼 らの互 の

愛が主の家で結 び固め られ，今年の末 までに彼 らの最初の子供が生

れ， また一つの素晴 しい家族単位が昇栄 と永遠の生命へ向 って立派

に進んで行 くことをお知 らせで きるのを うれ しく思います。

若 い女性の皆 さん， 「この一回だげ」 とか 「皆 しているか ら」 と

言 う女性 に幻滅の大道がた くさん待 っています。 このよ うな言葉 に

覚 えが ありますか。また別の よ く聞 くわなは このよ うな ものでず６

「も し君が愛 してい るのな ら，す る筈だ 。」ただ口で愛 をよそおい，

実 は単 に短 い時間の利己的な肉欲 と動物的な満足を満 たすためにあ

なたを利用 しようどしてい る， 口の うまい者 のために，全 ての良 い

もの，真実な もの，神聖な もの，それは愛す る者 と教 会の指導者 の

信頼， そ してあなたの よい名前 と個人の尊厳を含めて，全 てを棄て

て しまう皮肉を想像 してみて くだ さい。 若い女性の皆 さん，素晴 し

い状態でいて くだ さい。 もしこれまでに間違 いがあ りま した ら，正

して くだ さい。 その決心は今か らする決 心の中で も最善 のものとな

るで しょう。主はす ぐに も手伝 って く だ さ ろ うと待 って お られ ま

す。主は こう言われています。 「見よ，わた しは戸 の外 に立 って，

たたいてい る。だれで もわた しの声 を聞いて戸 をあけるな ら，わた
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しはその中にはいって彼 と食 を共 に し，彼 もまたわた しと食を共に

す るであろ う。」（黙示 ３ ：２０）

しか しあなたがまず行動 しなければな らない ことを覚えて くだ さ

い。戸 を開けなけれ ばな らないの はあなたです。主はそ こにお られ

るで しょう。 そ して ひ ょっと した ら，準備 していた レッスンを変え

るよ う促 され た信仰 の篤 い教師の姿 をとってい るか も知れません。

そ して彼 に答 えて次 のよ うに言 うの は，あなたであ るか も知れませ

ん。 「あ りが と う。 あなたが言われた事 とあなたが話 さ れ た 態 度

で ，私 は人生で最 も重大な過 ちか ら救われ ました。私は今晩の事を

決 して忘 れませ ん。」

メロく ロ

皆で話し合おう 義 務 と 責

「私はいつか教会に戻 るか も知れません
。 しか し今 は教 会に行 く

よ う迫 る圧力か らも，行 く義務か らも解放 されて，非常 に嬉 しいか

ら， しば ら く自由を味わ お うと思 っています。」 こう言 っているの

は体重８６キロのハ ンサ ムな，人に好 かれる グレンであった。

大学を卒業 した２３歳の グレンは，元 気で可 愛い ロー リと結婚 した

ばか りで，発展 しつつあ る商社に最近勤務 するよ うにな ったと ころ

で ある。 「何年 も私は，．お父 さんの教 会の地 位のために，教会 に出

席 し，い ろい ろな教会の割 り当てを引き受け，また什分 の一を払 い

た くさんの事をす るよ うに圧力を受けてきま した。今私 は自分で や

ってい ますか ら，教会 と教会の責任か ら休みが欲 しいのです。 も し

私が行 けるようにな りました ら，私は戻 ります 。」

グ レンは解放 された ような大 きなため息 をついて椅子 にもたれて

す わった。彼 にとっては，長い間いやいやなが ら負 ってきた大 きな

荷物 をおろ した ように思えたのであ った。

しか し，私 はグ レンと彼の家族を長年知 っていた。 グレンが説 明

な しに言 った言葉を受 け入れ ることはで きない程，長年知 っている

のである。「グ レン， それ はおか しいよ 。」私は言 った。

「私 には君 のお父 さんが，棍棒を持 って君の上に立 っていて，教

会に行 かせる人 のようには見 えなか ったけれ どもね 。」

「もちろん，父 は棍棒を持 って私の上に立 っていた訳 ではあ りま

せ ん。」「彼 は一度で も君を無理 に教会に行かせた事があるかね 。」

「それはなか った と思 います。 しか し私た ちは教会に行 くよ うに

期待 されていま した 。」

「行 くよ うに期待 されて いたとは， どういう意味だね 。」

「私 たちの家にあ ったのはただそれだ けで した。皆が教会へ行 き

ま した。 そ して実 際集 会が あると，私た ちの家族 は必ず そこにい る

もの と見なされていま した。私 はも う十分行 ったか ら教会に行かな

くてよい と思 っています 。」

「君は教 会へ行 って楽 しくはなか った のかい 。」

「もちろん楽 しか った と思 います。 しか し私 はいつ も行かな けれ

ばな らないのが嫌だ ったのだ と思 います 。」

「それ ごらんな さい，行 かなければな らないと言 いなが ら，本当

にそのつ もりではなか ったので しょう。」

「私の言 おうとす ることがわかるで しょう。少 くとも今私 は独立

して いて，教会へ行 く義務 も，他 の何をす る義務 も感 じ な いので

す 。」「グ レン， あなたのお父 さんはなぜ教 会に行 き， ワー ド部 の監

督 と して あの ように時間を使 ってい ると思 いますか。」．

「父 は義務づ けられてい る感 じを受けなか ったので しょうか。」

「誰か ら義務づけ られてい ると。」 ’

聖

皆 さん；素晴 しい女性を神 は愛 して おられます。 あなたは神 を引

き下げてはいけませ ん。あなた には神を協力者 として達 成すべ き特

別な働 きがあ ります。 その特権 に適わ し くあ って くだ さい。若 い女

性 の皆 さん，私 は最後 にこの事を申 し上げたいのです。神権 は信仰

の篤い女性 の伴侶が いな くて は，最終の 目的を達 成す ることができ

ませ ん。 どの女性 にも家庭の長 に適わ しい神権者の伴 侶がいなけれ

ば，最終 的な目的を達成で きません。 この事があなたの変 らない目

標 とな ります よ うに，主 イエス ・キ リス トのみ名によ ってお祈 りし

ます。 アー メン。

任 医学博士 リンゼ イ Ｒ カー テ，ス

「ステー キ部 長か らだと思 います 。」

「も う一度考 えて ごらん 。」「はい 主か らです 。」

「それで は君 は，結婚 して 自分の家庭を築き始めて，そ して両親

の下か ら離れて住む ようにな って，急に主 か ら課 せ られた義務 が全

部解かれた と思 うのですか。 この義務 とい う言 葉を責任 とい う言葉

に置 き換 えた らどうだ ろうか。私 た ちの責任が急に解 かれるよ うな

状況 の変化 というものが あるのだ ろうか 。

グ レン，君 も知 ってい るよ うに，私た ちは小 さい時，両親 は時々

私 たちの責任を 自覚 させ るために小 さな圧 力を使 わな．ければな らな

い時，時 には平手を使 っ・た り，小 さな柳のむちを使わなければな り

ませんで した。 しな ければな らない仕事，従わなければな らないあ

る規則，私た ちの行動のための教訓な どがあ ります。私 たちが大き

くなるにつれて，私た ちは これ らの規則が必要 な ことと私 たちが従

順で なければな らない ことがわか りますか ら，圧 力は もう必要 でな

いと望む ようになるのです 。法律を破 る者に とって警 察官は，悩み

の原因，何か恐 いものとして受け とられます。 しか し法律 を守 る者

にと っては，保護者 として，友 人 として， また私たちを見守 って く

れる人 として受 けと られます 。

「あなたはお父 さんが正 しい原則を教えで くれた ことや，行 くべ

き道 を示 して くれた ことに対 して， しか も強制 によら参 か っ た の

に，反対 しよ うと して いるのですか。あなたは それ とも悪い見本を

見せて くれた方 がよかった と言 うのですか 。」

「いいえ
， あなたは本 当にもの ごとを裏返 し に す る人ですね 。」

グ レンは不愉快 に椅子 の中で身 をね じった。

「そ うですか。私 は実際 これ らの事の幾 らかで もま っす ぐに しよ

うと望 んでいたのです。考 えて ご らんな さい。あなたの お父 さんは

あなたが 自分 の家庭 を築 き始 めたか ら，現在あなた に関与 しよ うと

もしていないのですよ。 しか しあなたは決 して天の父なる神 の権限

か ら逃れる ことはできないのです。 も しあなたが神 に対す るあなた

の責任を無視できて，尚その ことにつ いて かまわないな ら，それ も

いいで しよ う。 しか し君が平 気で おれるとは思 えないね。事実神の

影響を逃れ ることのできる場所 は地球上 にあ りません。 また天 にお

いて も逃れ る場所はない ことがわか ります 。」

グ レンは考 え込んでいるよ うに見 えたので卒 １ま待 った。す ぐ彼は

言 った。「私は全てを父にかぶせ ていた よラで した。私 は父が本当

に好 きです。そ して私は彼 の模範 に感謝 しています。私 はいつ も父

が誇 りだ った し，父の主に対 する献身 も誇 りで した。 あなたが言 っ

た ことは全部 その通 りです。 日曜 日私 はきっと自分が していな けれ

ばな らない と知 っていた通 りに しま しょう。」
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セ ミ ナ ー

界中を通じて系図の活動がさかんになっているように

世
見受けられる。系図，歴史，あるいは記録の保存に関

する新 しい組織が毎日この地上のどこかに誕生 している。全

地の人口は，過去の人々が誰であり，どこから来たか知ろう

として， この大切な仕事に注意を向けており，過去の物語を

ひも解いてゆくことに喜びを感 じている。

全世界を通じて，私たちの祖先について の研 究，その生

活，その家族，そしてその経験について探究することほど，

魅力的な研究はない。たくさんの人々が，この研究に興味を

持ちそ して熱心に取 り組む時；記録を集あ，保存する組織は

増えている。この新しい情報の貯えがあるお蔭で，人々は数

年前にはなかりた，また人々はないと思っていた記録を見つ

けている。古い記録はその数がふえるにつれて，保存に必要

な事が らがますますこと細かになってくる。

数年前は系図協会に系図を探 したいと希望 して来る訪問者

は，わずかな人数であったが，今日探求を助けて欲 しいと来

る人は，直接来る人，手紙で依頼 して来る人，合わせて数百

人にも達 している。全世界を通 じてこの同じ精神が人々の心

を把えており，エライジャの霊が彼 らの心に働いているので

ある。

私 たちはこの活動が世界的規模で行なわれてい る の を 見

て，今世界で何が起 っているか全ての人々にわか ら章る最も
ぽ

よい方法は，彼 らを一堂に集め，彼 らの問題について話 し合

系図

い， どのようにすれば，一緒にこれ らの問題を解決できるか

について，意見 と提案を交換することであるとの結論に達 し

た。

よ く老慮 し話 し合った末，系図協会の評議員会は，協会が

主催する世界的なセ ミナーあるいは会議を開いて，世界各地

の人 々に出席するよう招待 し， これ らの重要な事柄について

聞き，話 し合 うことができるようにしようと提案 した６私た

ちが１９６９年に迎える７５週年記念に結びつけて，これを行うの

は時宜に適 ったことのように思われる。系図協会は１８９４年１１

月に公認の機関として組織 された，そしてそれ以来，世界最

大の系図図書館 として知 られるまでに成長 してきた。 このよ

うな重要な会議を開 くに当って，二つの記念すべき行事を共

に持つことができると考えられたのである。，

系図協会がこの会を主催するのは，非常に大きな仕事であ

ると思っている。従って私 たちは，１９６９年に盛大な記念祭を

開 くことができるよう，個人，各組織，政府の機関，その他

に協力を要請 している。私たちは四分野における世界のす ぐ

れた指導者に，アメリカ合衆国ユタに一堂に集まっていただ

き， この重要な会議に出席 した全世界の人々に，彼らの知識

と巾広い経験を提供 していただくよう計画 している。探求を

要 し，十分説明されねばならない四っの分野は，相互に関連

しているように思われる。私たちは記録あるいは記録の維持

に携わっている人 々が全部含まれるホ う計画 している。この

中には記録保管者，図書館員，歴史家，そして系図学者が含

まれる。

この行事を計画するための委員会が開かれている間，一般

市民，図書館，政府の機関，その他がこの会議に出席を計画

される，よう私たちは希望する。世界の指導者から非常に多 く

の内容が話され，提供 されることになるから，出席できる入

はみな大いに啓発され，この四つの重要な分野における新 じ

い方向を得て，帰 ることができることになろう。

この会合の期 日は１９６９年 ８月 ５日か， ８日までに決定され

た。多 くの国家の政府の高官が出席なさるよう招待されるで

あろうし，多 くの人が総会とそれに続 くセ ミナーや会合に参

加するよう個人的に招待されることになろう。 このような会

合を開 こうとしている系図協会では，このセ ミナーに出席す

るため遠い距離を旅 して来る人々は，彼らがこれまでに出席
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したごとのある他のいかなる会合よ りも多 くの情報，知識そ

して動機づけを受けなければならないと感 じている。 この事

を頭において私たちは，１９６９年にアメリカ合衆国ユタ州ソル

トレークシティに来た全ての人が，努力と経費を費やす価値

があったと感 じて帰ることができるようにしようと，この企

画の計画 と実施に，私ちた自身と時間を捧げてきた。

方法決定１こ大きな影響を及ぼすに違いない。そしてこのこと

は祖先の記録がどこにあろうとも，その記録を捜すのを助 け

ることになろう。私たちはこう信 じている。記録が最終的に

集められて活用 されると，世界の殆んど全ての人々が，いろ

いろな国々の間で幾 らか関係のあることが，わかって来るで

あろう。

系図の将来にこれはどんな影響を及ぼすだろうか。世界の
パ

ヨヒ ゆ

指導者が集まって世界の全ての個人の必要としているもにつ

いて話 し合えば，全世界の国々の間に平和と意義をもたらす

私たちは一人でも多 くの人が，１９６９年の世界会議に出席す

ることができるよう，心から希望 している。 この会議につい

て何か質問があれば，系図協会まで問合わせて下さい。

わ い せ つ な 出 版 物 の 害 悪
１

連 邦検察 局 局長 Ｊ．エ ドガ ー ・フ ー バ

いせつな本や雑誌の出版 と販売は，今日世界で大きな

わ 商売とな
っている。性的１と挑発 しようとする堕落 した

写真やわいせつな文書が殆んどの町や村で売 られており，貧

欲で，きたない業者は毎年数百万の純益をあげている。

敏感な１０代の青少年に与える害は，はかり知れないし，わ

いせつな文書が原因になって引き起 された性犯罪の数は見積

ることができない。その影響は非常に大 きい。性的犯罪の件

数は驚 くべき速度で増加 している。多 くの親は子供を性的パ

ーティーとか不法な関係に引き込む状態に深 く憂 慮 して い

る。どの刑事上の犯罪であっても，その増加の原因を正確に

測る公的な判断の標準１まない。 しかし私たちは現実に直面 し

なければならない。わいせつ文書はどんな形であって も，性 Ｆ

犯罪的精神異常，性的倒錯の主な原因である。

私たちの社会は，高潔と廉潔から不道徳乏堕落に向って向

きを変えるほど，邪悪なものになっているのだろうか。私た

ちは道徳的に失墜．して，行為と礼儀の原則を低下 させている

のだろうか。私たちは不正に対する正，悪に対する善の簡単

な教えを放棄 しているのだろうか。

私たちの周 りを見てみよう。出版界，演劇界，娯楽の世界

を見 ると，出版物や演出されるものの良い啓発的なそして教

育的な特質は，わいせつなもの，俗悪なもの，そして近親相

姦や同性愛にあま りに重点がおかれるため，影がうすれてい

るのではないだろうか。多 くの人がその通 りだと信 じて い

る。 しかし，映画， トランプ，漫画，ペーパーバックの本や

写真の形で国中に溢れているわいせつな本の流れ に 比 べ れ

２４

ば，これ らの媒介を通じての合法的な作品はまだ穏やかなも

のである。若い人々や好奇心の強い思春期の青少年の手にこ

のようなわいせつなものがあると，言い尽 されない破壊 と悲

しい結果が招来される。

私とこの危険な問題について話 し合った警察の高官は，み

だらな，わいせつな文書が性犯罪に積極的な役割を果 してい

ると卒直に言った。起る事件毎に性犯罪者は，その場に，あ

るいは自分の所持品の中にわいせつな文書か写真を持ってい

る。 このような状況の下では，強姦がふえていることも不思

議ではない。

国内に出まわっているわいせつな文書の販売と商売に抗 し

℃奮闘が行なわれてはいるがまだ明らかに不十分である。健

全で効力ある法律が必要とされているが，法律が既にある所

では強力に実施されなければならない。多 くの法廷は，その地

域社会の道徳水準によって，わいせつ問題を裁 くようである

から，公衆は地域社会の道徳水準を上げる決定的な役割を果

たすのである。わいせつな文書が発見されれば，それを摘発

して，市民は然るべき当局へ訴えるべきである。郵便でわいせ

つな文書が送 られることがあれば，郵便局へ知らせるべ きで

ある，市民が卒先 して，違反者と協力 して起訴すべきである。

わいせつな出版物は確かに害悪である。 しかしこれは不必

要な害悪である。もしわいせつ文書による不正の利益が，わ

いせつなものを扱 う商人に対する厳しい罰に転 じたら，’この

害悪は克服 されるだろう。

（連邦検察局 「法律施行会報」より許可を得て転載）



伝道部長 メッセー ジ

伝 道 部 長 メ ッセ ー ジ

「汝 らわ が言 うところを行 わば， 主 な るわれ これ

に対 して責 任 あ り。 され ど， 汝 らわが言 うと ころを

行 わず ば汝 ら何 ら約束 を受 けず 。」

主 は教義 と聖約 において， この よ うに私 た ちに語

られ， また同様 の数 々の言 葉 の 中で， この約束 を な

さ って お られ ます。 しか しなが ら私 た ちの どれだ け

多 くの ものが， 主 がな さった約束 を本 当 に信 じて受

け入 れ てい るで しょ うか。 「汝 らわが言 う ところを

行 わば， わ れ これ に対 して責任 あ り」 とい う言葉 は

なん と私 た ちに力 を与 えて くれ る ことで しょう。

も し私 た ちはみな， ひ と り残 らず宣教 師 で あ りた

い な らば，天 父 に よ く従 って生活 しな けれ ば な らな

い と私 は思 い ます。

私 た ちは この世 で なすべ き事柄 を指示 して くれ る

「みた ま」 に従 って生 活 しな ければ な りませ ん。 私

た ちを導 きた もうその声 に しば しば耳 を傾 ける必要

が あ ります。

お そ ら く，私 たちが誰 れ にで も言 え るイ エ ス ・キ

リス トの福 音 の最 も偉大 な メ ッセー ジは， 私 た ちの

言 葉 あ るい は多 く語 る ことに よ り伝 え られ る もの で

は あ りませ ん。 「私 は他 の人 々に話 す ことがで きま

せ ん し， 福音 を説 く才能 が あ りません 。」 と多 く の

人 々は言 います。 これ は本 当か も しれ ませ んが， も

し私 た ちが イ土 ス ・キ リス トの福 音 に生 き， 模範 的

ウ オ ル ター Ｒ． ビ ル ス

な生 活 をす るな らば， 日頃 の どん な説 教 よ りも偉大

な教 えを与 え る ことにな るので あ ります。

多 くの人 た ちは， 自分 た ちが会 った り， 親 し くな

った あ る人 の行 い に， 深 い感銘 を受 けた ため に， 福

音 の計 画 の第一課 を受 けた り， 紹介 を求 めた り して

ま い りま した。

そ こで世相 が不 安 で，落 ち着 か ない この時代 に お

い て， 私 た ちが この世 で得 られ る最 大 の喜 び は， 天

父 に よ く従 って生 活 す ることに よ って得 られ るので

あ ります。 私 た ちは毎 日の祈 りに おいて， も っと真

剣 に祈 り， 主 に近 づ か なけれ ばな りませ ん。 も し私

た ちは，主 が戸 口を叩 かれ る時， 私 た ちの家 が秩 序

の 中 にあ るよ うに， 日々大 いに努力 して生 活 す るな

らば， これ以上 の喜 び と幸 せ を この世で得 る ことは

で きな いので あ ります。

私 たちが主 の御 前 に約 束 を守 り， イエ ス ・キ リス

トの福音 を実 践 す る時 に，真 に数 々の祝 福 が次 々と

もた らされ るで あ りま しょう。主 が お与え にな った

誠 命 を守 る時 に， 私 た ちに注が れ る祝 福で， 私 た ち

の器 は満 ち あふれ るに ちがい あ りませ ん。

主 が私 た ちを抱 き， 「良 い忠 実 な し もべ よ， よ く

や った」 と言 って くだ さる以上 に大 切 な ことは他 に

は全 くない のであ ります。
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、
一 ユ ー ス ・コ ン フ ァ レ ン ス １ 日 目 一

観戦中のベ ンソン長老， ピルス伝道部長，渡辺副伝道部長

楽 しかった

ユ ー ・ス ・

コ ン フ ァレ ン ス

北 は北 海 道 ， 南 は沖 縄 と日本 全 土 か ら若 くて

た くま しい兄 弟 姉 妹 た ちが 集 い第 一 回 ユ ー ス

・コ ンフ ァ レ ン スか ８月 ８日か ら４ 日間東 京

で 開 か れ た。

この大 会 を成 功 させ よ うとす る皆 ん な の働 き

と祈 りか か な え られ ， 十 二 使 徒 のベ ン ソ ン長

老 も参 加 され素 晴 ら しい大 会 と な っ た。

この楽 しか っ た コ・一 ス ・コ ン フ ァ レン スを も

う一 度 写 真 で追 って みま し ょう。

北支部 における歓迎会で ベ ンソ ン長老 に花びんが送 られた

田中良一兄弟 （岡町支部） の力強 い選手宣誓

講掘

脚難

範鍵ぎ二・臓 霜』’聯 灘轟 ζご踊

卓 球 の 試 合 風 景

表 彰 式

第 １日が終 り地方の会員たちは京浜地区の家庭に泊る

２６
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歓迎会において各支部 よ りうて をきそ って作 られた ものを き

そ って食べる兄弟姉妹
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歓迎会 にあふれ るばか りに集 まった聖徒に話されるベ ンソン長老

（

ウ

「結婚」 をテーマに熱弁す る弁士

「泣いた赤鬼」の一場面 （北海道地方部）

「ききんの断片」の一場 面 （東 中央地方部）
サ

第 ２日は日本青年館に宿泊

音楽 コンテス トて歌 う沖縄の聖徒たち

鑓

懸

卸 醜 ．

卸

藩建醗

＿瓢

諮羅
隊護

霧

「泣いた赤鬼」の一場 面 （西中央 地方部）

宿泊をて きぱ きさば く担当者たち
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覧

十 二 使 徒

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン 長 老 来 日

８月 ７ 日極 東地 区を担 当 され るベ ン ソン使徒 が 羽 田空港 に到着 された。 ユ ー ス ・コンフ ァ

レンスへ の参加 を願 って いた会員 た ち は喜 びに満 ち空港 に出迎 えた。

欝 ，無蕪鵬熱 ¢

￥

幾～・響

纈

盤

難

ベ ン ソ ン 使 徒

ユ ー ス ・コ ン フ ァ レ ンス ３日 目

午 前 はバ レ ー ボ ール試 合 午 後 は マ ス ゲ ー ム

到着 されたベ ンソン使徒を 囲んで

夜 は ダ ンス フ ェ ス テ ィバ ル と楽 しい雰 囲 気 の も とで プ ロ グ ラ ムが 運 はれ た。

バ レーボ ール熱 戦風景

饗 灘 響

撫

アイヌの正装 をした北海道の兄弟姉妹

聾
雲轍

難

木曾節 を踊 る西地方部の兄弟姉妹 た くさんの兄 弟姉妹 によるマス フォーク ・ダンス

ユ ー ス ・コ ン フ ァレ ン ス ４ 日 目は豊 島 公 会 堂 にお いて 証 詞 会 が 開 か れ ， た くさん の若 人 が 力強 い証 を され た。
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岡崎伝道部長 ご家族来 日

９．月 １日よ り西 中央 ・九 州 ・沖 縄地方 部 を担 当 され る岡崎

日本沖縄伝道部長は ８月２０日午後羽 田空港へ到着 された。

会員たちの出迎えを受けられたご一家は，伝道本部で ビル

ス部長 と会 合 し， ２３日会員 たちの待 つ大 阪へ 向か われ た。
岡崎伝道部長ご夫妻

自 閲 ｒ

癬駿
巽 メ

囹コ

鶉

霧
１欝 讐

羽田空港で会員たちと共 に

口ｏ ロロ

∵ 豫
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藻

自口 騎 目ロロｏＭ Ｉ引 ｉ

攣饗
課 ｛屡竃蛸

蒙縫 霧

，雛 ツぎ ㌶

日本地図を東西二つに分けて記念撮影の両伝道部長ご夫妻
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歪
墾

私はアロン神権業績証明書を

受けられますか

私は１６歳の祭司です。聖餐 会の 出席率 は８５％， 日曜学校の出席率

は８０％，私 はＭ ＩＡの管理会長てす のて もちろんＭ ＩＡは １００％，

教会の仕事は一生懸命 や って いるつ もりです。私は業績証明書 を受

けたいのてすが受 け られますで しょうか。 また とうした ら受け るこ

とができ るか教 えて下 さい。 また業績証明書 とは どうい うものであ

るか くわ しく教 えて下 さい。

それでは業績証 明書 とは何 か説明 しま しょう。

１ アロン神権 業績証 明

毎年 ９月 １日か ら翌年 ８月３１日までを期間 とします。 この賞 を

受けるにふ さわ しい人の推薦状 は彼か この 目的にかな った立 派な

人間であるかと うかを決 めるため監督が面接 して決定 します。 業

績証 明は この時 の霊的状態 と重要性をかね合わせて一年に一度若

い人 （１２歳 以下 のア ロン神権者） に与え られます。

また業績証 明を受 けるため に次の事柄 にあ ってい る必要があ り

ます。

２．業績 証明の条件

執事

ａ）道徳的に肩い生 活を送 る。

ｂ）乱暴で下品な言葉 は使 わない。

ｃ）知 恵の言葉 を守 る。

ｄ）代分 の一を払 う。

ｅ） 一年 間に神権会，聖餐会， 日曜学校 に３６回以上出席す る （５

月 １日以前 に聖任 され た会員 は７５％）

ｆ） 一般 大会に年 ４回出席 する。

９）神権 会の責任 を４８回以上行 な う。

ｈ） 公的な演説 を １回以上す る。

１）福祉計画 または定員会奉仕活動 に ６時間以上参加す る。

ｋ）断食献金 を集 める。

１）読書課程 と暗記聖句 をおぼえる。

なお，教師，祭 司は， この他に最低 ８ケ月以上 ホーム ティー チ

ャと して会員 の家庭 を訪問す るな どの条件が加え られ る。

以上 の事柄 を守 って いれば業績証明書を受 ける資格が与え られ ま

す。

この業績証明書 は上記条件を満た した優秀な アロン神 権者に与え

られる一つ の賞で ある。 この賞 によって よりい っそう信仰生活を充

実 させ証詞 を強 めることがて きるよう望 まれ る。

支部 の支部長 や主事 は一人て も多 くのアロン神権者が この賞を受

けるよ う， また この賞 に興味 をわかせ るよ うはげま し，指導すへ き

である。

２９
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い つ ，何 を許 す べ きか

リチ ャ ー ド ・Ｌ ・エ ヴ ァ ン ズ

「賢 明 に な る方 法 は何 を許 す べ きか を知 る こ とで あ る」 ど ウ ィ リァ ム ・ジ ェ ー ム ズ

は 言 っ た。 友 人 ， 愛 す る人 ， 仲 間 づ き あ い の な い生 活 は あ ま りに も空 虚 な もの に違 い

な い。 しか し人 は不 完 全 な る が ゆ え に， 交 友 関 係 も決 して完 全 で は な い。

わ れ わ れ は人 々 とつ き合 う時 ，彼 らの 不 完 全 を承 知 でつ き合 っ て い る。しか し不 完 全 を

強調 しす ぎ る と不 愉 快 ， 不 幸 ， 幻 滅 を感 じさ せ る。 こ れ は 結 婚 に お い て も， ま た家 庭 ，

家族 ， 友 人 仲 間 ， 人 生 の あ ら ゆ る人 間 関係 に お い て そ う で あ る。 ま た人 生 の最 も大 き

な教 訓 は ， 人 々 を怒 らせ た り自信 を失 わせ た り， あ るい は私 た ちが 人 々 に与 え る影 響

を 台 な し に した りす る こ と な く， 人 々 の 改 善 進 歩 に役 立 つ 方 法 を学 ぶ こ とで あ る。 特

に， 他 人 の 前 で正 さ れ る と当 惑 し， 皮 肉 た っ ぷ りに正 され る と実 際 人 は い つ も傷 つ け

られ る。 私 た ち の 誰 もが な す べ き こ との 全 て を， 完 全 に．は た して い な い。 私 た ち の う

ち誰 もが 全 て の徳 を備 え ，能 力 を， 完 壁 な成 績 を持 っ て い る わ け で は な い。 忘 れ な い

人 は決 して い な い。 い つ も予 定 通 り行 動 し， いつ も定 ま っ た 時刻 に食 事 を し （い つ も

時 間 に 間 に合 っ て 到 着 し） ， そ して いつ も今 来 客 を 待 っ て い るか の よ う に家 を整 え，

い つ も全 て の．もの を 同 じ所 に お くこ との で き る人 は い な い。 人 は単 な る機 械 で は な く，

そ れ 以 上 の もの で あ る。 しか し機 械 で す ら理 解 を もっ て 扱 わ な け れ ば な ら な い。 ま た

性 能 に誤 ち が あ る こ と も あ る。 私 た ち は皆 自分 た ちの 中 に， 許 さなけ れ に な ら な い こ

とが 多 く・あ る。 一 そ して ま た許 して は な らな い こ と もた くさ んあ る。

し か しこ の こ と に も ，時 ，所 ， 方 法 を選 ん で気 転 とお もい や りの 心 を も っ て しな け れ ば

な ら ない 。人 を委 縮 さ せ ，傷 う け また 怒 らせ る よ う な荒 々 し く無 慈 悲 で ぎこ ち な い訂 正

の しか た で は な く，優 し く示 し，耐 え ，正 して あげ る方 法 が た くさん あ る。 正 して あ

げ る時 が あ り、正 して は い け な い時 が あ る。 「賢 明 に な る方 法 は何 を許 す べ きか ， そ

し て そ れ は い つ で あ る か を知 る こ と で あ る。

（Ｋ．Ｓ．Ｌ．及 び コロン ビア放 送 に よるテ ンプ ルス クウ まア よ りの スポー クンワー ド。）

Ｆ Ｅ Ｎ 放 送 （８１０ｋｃ） で毎 日曜 日 ８ ：０５～ ８ ：３０ａ．ｍ

まで 、 ス ポ ・一 ク ン ・ワ ー ドと タバ ナ クル

コ ー ラ ス が 放 送 され て い ま す。
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